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で 柱 に は 怠 麟 と 獅子 の ブロ ンズ 像 が 施さ 軸 る ッ AL 
れ て いる 。 五 街道 の 起点 で あり 、 現在 も 前 45 10 分 林 
国道 の 起点 と し て 橋 の 中 央 部 に 道路 元 標 上 分 分 
宮 
す 


ん 


全国 各地 の ダン サー が 集結 
夏 を 彩る 一 大 パレ ー ド 


借 あ さく ささ ん ば か 一 に ば る ば れ 一 どこ ん て す と 
陽気 な リズ ム と 華やか な 衣裳 に 心 躍る 


浅草 の 夏 の 終わ り を 華やか に 彩る サ 
ン バ カ ー ニ バル 。 昭 和 56 年 (1981) 
に 始ま り 、 毎 年 50 万 人 の 来場 者 を 集め 
る 。 全 国 各地 か ら 参 加 す る サン バ 出 場 
者 た ち が 腕 を 競い 合う 、 真 剣 な ダン ス 


は 見 応え 十分 。 
8 月 下旬 
馬 道 通り 雷門 通り 周辺 
http://www.asakusa-Samba.Org 
(浅草 サン バカ ー ニ バル 実行 委員 会 ) 


Point 


台東 区 
いつ も お 祭り 気分 が 漂う 
浅草 寺 の 門前 町 


全 あ さく さ 


創 計 300 年 以上 を 数 える 都内 


最 古 の 寺院 と され る 浅草 寺 を 


中 心 に 、 老 舗 の 飲食 店 や みや げ 物 
店 な ど が 集まる 江戸 情緒 あふ れる 
東京 の 下町 。 初 語 に 始ま り 三 社 祭 、 
ほお すず き 市 、 羽子板 市 、 西 の 市 な 
ど 季 節 ご 
り 、 多 く の 人 で 賑わう 。 


に さま さま な 祭り が あ 


地下 鉄 浅草 駅 か の ら すぐ 


土 ・ 日 曜 ・ 祝 日 は 
メイ ン デ ッ キ まで 
階段 登る こと も 
で きる 


イベ ント な どの 
特別 な ライ ト ア ッ プ 
も 楽し み 
@⑥TOKYO TOWER 
Point 
一 度 は 訪れ た い 
首都 の シン ボル 
代 と うき ょ うた わ 一 


和 33 年 (1958) に 建て られ た 高 さ 
333m の 電波 塔 。 高 さ 250m の トッ プ 
デッキ と ガラ ス の 床 な ど が ある 高 さ 150m 
の メイ ン デ ッ キ が ある 。 タ ワー の 足元 の フッ 
ト タ ウ ン で は アニ メ 「『ONE PIECE」 の テー 
マ パ ー ク 「 東 京 ワ ン ピ ー ス タワ ー」 が 人 気 。 
ェ 港 区 芝 公 園 4-2-8 人 地 下 鉄 赤羽 橋 駅 か ら 徒 
歩 5 分 、 地 下 鉄 大 門 駅 か ら 徒 歩 10 分 亀 メイ ン デ ッ キ 
(150m) 入場 1200 円 、 ト ッ プ デッキ ツア ー 当 日 券 
言 3000 円 (WEB 事 前 予約 な ら 2800 円 、 ホ ー ム ペー ジ 参 
人 照 ) メ イン デッキ 9<23 時 (最終 入場 て 22 時 30 分 ) 、 
トッ プ デ ッ キツ アー9 時 ~22 時 15 分 ※ ト ッ プ デッキ は ツ 
アー で の み 入 場 可能 (日 時 指定 の 事前 予約 制 ) ⑯ 無 休 
https://www.tokyotower.CO.jD 


Point 


国 の 重要 文化 財 指定 の 隅田 川 に 梨 か る 3 つの 橋 


但 か ち ど き ば し ・ え いた い ば し ・ き よ す ば し 


隅田 川 に 架かる 橋 を 
中 央 区 水上 か ら 眺 め よ う 
光 船 で の 隅田 川 クレ ルーズ も 東京 観光 の ハ 
イラ イト の ひと つ 。 大 型 船 通過 の た め の 
開閉 式 の 構造 を 備え る 勝 関 橋 や 、 ド イツ の レ 
マゲ ン 鉄 橋 を モデ ル に し た 永代 橋 、 同 じ く ド 
イツ の ケル ン の 橋 を 模 し た 清洲 橋 な ど 美 し い 
橋 を 眺め る こと が で きる 。 


TOKYO CRUISE (東京 都 観 光 汽船 株 式 会 社 ) 
観光 船 日 の 出 欄 橋 発着 所 鈴 ゆ りか も め 日 の 出 駅 か ら 
徒歩 2 分 10 時 <17 時 20 分 (季節 に より 変動 あり ) 
不定 休 (原則 無休 ) 
https://Wwww.SuijODuS.CO.jD 


雷門 は 絶好 の フォ トス ポッ ト 


外国 人 人 気 No.1 の 
活気 あふ れる 名 物 商店 街 


借 あ め よ こ 
戦後 の 闇市 か ら 発展 し た 商店 街 で 上 野 駅 
か ら 御徒 町 駅 の JR 高架 下 周辺 に 400 軒 議 詞 ・ コ 
以上 の 激安 店 が 並ぶ 。 鮮魚 、 フ ァ ッ ショ 壮 計 縛 暫 計 き SN 
ン 、 雑 貨 、 コ ス メ 用 品 な ど 何 で も 揃う 。 フ 感 診 の いい 呼び 声 が 枚 き 、 
ルー ツ や ケバ ブ な ど 名 物 グ ル メ も 多い 。 た くさ ん の 買い物 客 で 賑わう 
JR 上 野 駅 か ら す ぐ http://www.ameyoko.net 


まち 歩き モデ ルコ ー ス 


東京 国立 博物 館 


明治 5 年 (1872) に 誕生 し た 日 上 
本 で 最も 長い 歴史 を 持つ 博物 館 。 較 議 蘭 
約 11 万 7000 件 の 収蔵 品 を 有 し 、 講 
常時 約 3000 件 を 展示 。 
台東 区 上 野 公園 13.9⑧ 入 
館 620 円 ⑱9 時 30 分 て 17 時 (入館 は 
閉館 の 30 分 前 まで ) @ 月 曜 (祝日 の 
場合 翌日 ) ※ 開 館 時 間 ・ 休 館 日 は 時 期 
に より 異な る 


国立 科学 博物 館 ぐ @ 国 宝 も 数 多く 所 蔵 し 、 
日 本 館 と 地球 館 か ら な る 総合 科学 博物 館 。 展 示 テー マ 質 、 量 と も に 日 本 の コレ 
に 沿っ た 実物 の 標本 が 興味 深い 。 4 生 2 


Point 


台東 区 上 野 公園 20⑧ 入 館 料 630 円 、 高 校生 ・65 歳 以上 無料 (特別 展 
は 別 料金) 代 9~17 時 ( 金 ・ 土 曜 こ 20 時 。 入館 は 閉館 の 30 分 前 まで ) ⑬ 月 曜 ( 祝 日 1 
の 場合 翌日 ) 


台東 区 
緑 豊か を アー ト の 森 で 
普 沢 な 時 間 を 過ごそ う 
上 野 の 
ミュ ー ジ アム 散歩 


人 @ う え の の み ゅ ー じ あむ さん ぼ 

野 恩 賜 公 園 は 都内 屈指 の アー ト 

スポ ッ ト 。 日 本 一 の 所 蔵 数 を 誇 
る 東京 国立 博物 館 や 、 自 然 史 ・ 科 学 
技術 史 に つい て 紹介 する 国立 科学 博 
物 館 、 西 洋美 術 の 名 作 を 幅広 く 収 蔵 
する 国立 西洋 美術 館 な ど 、 知 的 好奇 
心 を 刺激 する 文化 施設 が 目白 押し だ 。 
8JR 上 野 駅 か ら 徒歩 2 分 


es て O 呈 ご 呈 本 さと 流向 パピ 細 受 計 デ ー パ 8 ミ マ + べ る 玉 番 
es ペー ロ S 受 宮 (y/ 薄 世 交 計器 デパ デー③ 朗 藩 (y 党 温 


で 忠 健 性 ク 避 ③ 革 | 選 叶 で ざ 党 党 S 細 に の 弥 洞 沈 各 等 意 (r 租 圭 滞 


Point 


世界 一 の 本 の 街 で 
コ 掘り 出し 物 を 見 つけ た い 
ず 』 
神田 古書 店 街 
生か ん だ こし ょ て ん が い し 
NN 80 軒 の 
古書 店 が 密集 し て いる 世界 的 に も 民 
珍し い エ リア 。 文学 、 漫 画 、 雑 誌 、 洋 
書 、 美術 書 、 学 術 書 な ど 、 各 古書 店 は | 
それ ぞ れ 専門 分 野 が ある 。 人 気 の カレ 
ー 店 や 老舗 芽茶 店 も 多い の で 、 本 を 片 
手 に 立ち 寄る の も お すす め 。 
佑 地 下 鉄 神保 町 駅 か ら 徒歩 1 分 


所 要約 7 時 間 


部 政 全 
きこ すき 


人 導 思 吾 弄 類 晶 ※ 
距 圏 尺 派 還 下 な き 中 


2 電 本 69 


衣 器 落 隔 区 ロ cx 洒 湯 
旧 再 ひさ ツー ん S 呈 | - | 


剖 呈 上 叶 田 著 
で の ロロ oO 


還る 本 陣 ③ 
肩 可 尊 其 弟 計 杏 倫 ロー* 河 油 


計 剛 牙 踏 阿 路 ロー メ 河 河 
Nー 太 ヒロ N プ ー 


ゅ どら っ 直紀 9 


肩 可 茹 共 甘 計 箕 倫 ロア * 洒 油 
[ 和 山 ( 薄 滞 ) 


記 器 痢 ( 薄 滞 ) 
ドー 


記 可 周 ( 洪 漂 ) 


ュ ヽ h ト JNN 泊 沼 町 ゴゴ コー 大 
誠 


遂 河 湯 著 司 いき ロー ミ 河 澤 


@ 


[ セン トラ ル 地 区 ] 


(千代 田 区 ・ 中 央 区 ・ 港 区 ・ 台 東 区 ) 


| 千代 上 区 | 


秋葉 原 の ビ ッ グ イベ ント 
アキ バ 大 好き ! 祭り 


あき ば だ いす き ! まつ り 


⑯ ア キバ の 魅力 が 大 集合 ! 


電気 や アニ メ 、 ア イド ル 、 グ ル メ な ど 、 
バラ エ テ ィ に 富ん だ 秋葉 原 の 文化 に 出 
合え る イベ ント 。 電 子 工作 や アキ バ 系 
アイ ドル の ライ ブ な ど 、 趣 向 を 北 らし 
た 催し で 毎年 3 万 人 以上 の 来場 者 を 集 
め て いる 。 


夏 

衣 吾 屯 ベル サー ル 秋 葉 原 
(千代 田 区 外 神田 3-12-8-1 階 ) 
人 http://akiba-df.com 


(アキ バ 大 好き ! 祭り 運営 事務 局 ) 


エン タメ 施設 が 大 充実 の 
絶景 の ウオ ー タ ー フ ロン ト 


お 台場 お だ い ば 


組 の セッ ト の 展示 や 球体 展望 室 が 人 気 の 
「 フ ジテ レビ 本 社 ビ ル 」 や 、 著 名 人 の 等 
身 大 フィ ギュ ア が 並ぶ 「 マ ダム ・ タ ッ ソ ー 東 
京 」、 体 験 展示 が 多い 「 日 本 科学 未来 館 」 な ど 
遊べ る スポ ッ ト が 満載 の エリ ア 。 海 の 見 える 
レス トラ ン で の 食事 も お すす め 。 
③ ゆ りか も め お 台 場 海浜 公園 駅 


東京 で も 有数 の 絶景 
Ei 二 5E り の 


oint 
@ 総 合 観光 イン フォ メー ショ 
ン セ ンタ ー・ 東 京 シ ティ アイ 


日 本 の 魅力 に 触れ て 学べ る 還 
不定 期 開催 イベ ント ト 


KITTE 
東京 シテ ィ ア イ 
きっ て と うき ょ うし て いあ い 
本 郵便 が 手掛け る 商業 施設 「KITTE」。 
全国 各地 の ご 当地 グル メ や 老舗 の 味 を 楽 | 
し め る レス トラ ン 、 日 本 の モノ づく り の 魅力 鹿 謙 
を 体感 で きる ショ ッ プ な ど が 集まる 人 気 ス | 
ポッ ト 。 地 下 1 階 に ある 東京 シテ ィ ア イ で は 、 略 
国内 の 録 光 案内 や 宿泊 予約 ・ チ ケッ ト 手 配 の 語 
サー ビス を 提供 する 。 日 ・ 英 ・ 中 ・ 韓 の 4 カ 輔 記 
国語 で 対応 可能 。 パ フォ ー マ ン ス ゾ ー ン で は 、 靖 軸 請 記 
旅 ・ 観 光 を テー マ と し た イベ ント を 開催 。 さ 問 請 計 : 
ま ざ ま な 地域 の 魅力 に 出合 うこ と が で きる 。 量 計 


人 千代田 区 丸の内 2-7-2KITTE 地 下 1 階 鈴 JR・ 地 下 鉄 丸 ノ 内 線 東京 駅 地下 道 か ら 直 結 
https://www.tokyoocity-ijp/event 


銀座 最大 の 屋上 庭園 も ある 


最新 トレ ンド と 
アー ト に 出合 う 


銀座 の 新しい ラン ド マ ー ク 
GINZA SIX 


ぎん ざ し っ くす 

フ アァ アッ ショ ン や ライ フス タイ ル シ ョ ーー 
ッ プ 、 レ スト ラン 、 オ フィ ス 、 観 

世 多 ※ 堂 、 屋 上 訟 天 な どか ら な る 所 ーー ニー 。 折 才 上 1。 
エリ ア 最 大 級 の 複合 商業 施設 。 建 物 中 Es ※ PPPT 和 IT 

央 の 抜け に 著名 アー ティ ス @ 中 央 区 銀座 6-10-1 @ 地下 鉄 銀座 駅 地下 通路 か ら 直結 代物 販 ・ サ ー 


ー ト を 展示 し て いる ほか 、 館 内 の あ ち ビス 10 時 30 分 20 時 30 分 、 飲 食 11 こ 23 時 ※ 一 部 店 舗 に より 異な る ⑬ 不 定休 
こち で アー ト 作 品 を 見 られ る 。 https://ginza6.tokyo 


歌舞 伎 の 殿堂 で 
[歌舞 伝 座 ギ ャ ラリ ー」 で は 舞台 の _ 
和 上 に 凍 れ る こと 和 ね で まる 伝統 芸能 の 世界 に 触れ よう 


| GINZA 
KABUKIZA 


ぎん ざ か ぶ き ざ 
< 明 # 治 22 年 (1889) に 開場 し た 
世界 唯一 の 歌舞 伝 専門 劇場 で 、 
2013 年 に 第 5 期 の 歌舞 伝 座 が 新 
開場 。29 階 建て の 「 歌 舞 伝 座 タワ 
ー」 が 併設 され 、5 階 に は 衣 裳 や 
二 主 小 道具 が 展示 され た 「 歌 舞 伝 座 ギ 
まほ ヤラ リー」 (有料 )、「 屋 上 庭園 」 
な ども あり 見 学 で きる 。 
中 央 区 銀座 4-12-15 因 地下 
鉄 東銀座 駅 直結 人 人 ⑯ 公 演 ・ 施 設 に より 
異な る 
馬 料 ①https://www.Shochiku.CoJp/play/ 
theater/kabukiza/ginza-kabukiza 
G 地 下 2 階 で みや げ 物 も 買え る 


市 場 観光 の 穴場 ! 


都内 唯一 の 水産 専門 市 場 


足 立 市 場 但 あ だ ち し じょう 


品 の 約 4 割 が 鮮魚 、 約 6 割 が 冷凍 品 や 塩 干 加工 品 と いう 水産 
専門 市 場 。 鯉 節 や 食肉 、 青 果 な ど が 買え る 物販 売場 と 食堂 は 


⑯「 あ だ ちあ 市 場 の 日 ] に は 
仲 抽 売 場 で 誰 で も 買い 物 
が で きる 


まち 歩き モデ ルコ ー ス 


足立 区 千住 橋 戸町 50 


誰 で も 利用 で き 、 仲 卸売 場 の 見 学 も 可能 。 奇数 月 第 2 土曜 (原則 。 王立 森 線 千住 大 橋 駅 か ら 徒歩 5 分 
例外 あり 。1 月 の み 第 3 土曜 ) の 「 あ だ ち 市 場 の 日 ] に は 、 一 般 客 http://adachi-shijyo.or.jp 


も 仲 卸売 場 で 買い 物 が 楽し め る 。 


⑯「 葛 飾 柴 又 輌 さん 記念 館 ] 
で は 映画 の セッ ト を 展示 
明 飾 区 

ぶら り と 散策 が 楽し い 

下町 情緒 豊か な 寅 さ ん の 町 

柴又 神明 会 

(帝釈 天 参道 ) 

但し ば また し ん めい か い (た いし ゃ く て ん さん どう ) 

映 上 「 男 は つら いよ 」 シリ ー ズ の 
舞台 と し て 知ら れる 柴又 。 柴 

双 帝 釈 天 題 経 寺 の 参道 沿い に は 、 

寅 さ ん の 実家 の モデ ル と な っ た 団 

子 屋 が あり 、 ま た 江戸 川治 い に は 

「 葛 飾 柴又 寅 さ ん 記念 館 」 と 「 山 田 

洋次 ミュ ー ジ アム 」 が あり 、 映 画 の 

世界 が 楽し め る 。 

時 京成 線 柴 双 駅 か ら す ぐ 


@「 戻 申 の 日 ] に は 縁日 が 開か れる 


。 ペ ー ロ S 溢 琴 は 放す 性 ま 薔 選 本 器 璧 S 革 三 /v 計 加 玉音 構 周 部 / 海 
ずる 勤 藍 履 浸 び 岩 と の 涯 。 ア キー ペー さる S 況 温 び き 浴 忌 机 吾 玉 紀 


江戸 時 代 か ら 親しま れる 

東京 の 桜の 名 所 
隅田 公園 の さく ら 

人 @ すみだ こう えん の さく ら 
吾妻 橋 て 桜橋 間 の 約 1km、 隅 田川 を 挟ん 。 
だ 両 岸 に 広がる 隅田 公園 に 、 対 岸 の 台東 
区 側 も 合わ せ て 約 1000 本 の 桜 が 植え ら 
れ て いる 。 近年 は 東京 スカ イツ リー" と 
桜 が 一 緒 に 撮影 で きる スポ ッ ト と し て も 
人 気 を 集め て いる 。 


の 拓 失 ニニ 
⑯ さ ま ざ ま な 種類 の 桜 が 


観賞 で きる 


墨 田 区 向島 1、2、5 丁 目 鎌 東武 線 ・ 地 下 鉄 浅草 駅 か ら 徒歩 5 分 


M 
| 
| 
| 


囲 尺 音 購 国貞 


者 東 | 東 | 京 京 
ら E 間 は 記章 E 拍 届 お 
新 へ っ 革 メ | ラ 本 っ 。 辻 金 
| 川 者 生 時 トス | 線 生 時 町 
る 線 換 事 口 カ | 撫 換 事 線 
で 駅 大 斉 16 草 | の | 駅 最 25 駐 
20 | | 島 足 分 中 | リ | 登 分 駅 

駅 線 | | 高 

分 駅 押 に 砂 

上 駅 

駅 


※ 所 要 時 間 は 目安 で す 


庫 和 注 肛 可 愛海 江 


( 商 水 沙 憶 穫 ) 由 庫 昔 私 渡 
1: 


る 情 血 ③ 


所 要約 6 時 間 C ) 、 (めい ト テ ー 

宮 | 足 | AA 
成 | 立 F 共 。 | グ K、 SS 
本 市 NN 1 に べ 
召 ] 場 | $ 区 葉 原 ジ : 
儲 | 1“ に 及 | / 
橋 ん / 地 、] i 舌 
駅 に W 診 NN 1 

の > 西 際 

ガル > の 
タ ル ァ ー ト ミュ ー ジ ァ ム 


[ イー スト 地区 ] 


(江東 区 ・ 墨 田 区 ・ 足 立 区 ・ 葛 飾 区 ・ 江 戸川 区 ) 


全 旨 坦 e 一 ご さき > 須 温 び き 吉 芝 装束 避 Y 飼 耳 湊 叶 


地上 デジ タル 放送 用 電波 な ど を 
送信 する 自立 式 電波 塔 


イー スト サイ ド で 大 注目 の 
アー ト & コ ー ヒ ー の 街 
清澄 白河 


筐 きよ すみ し ら か わ 


お 気に入り の カフ ェ を 見 つけ よう 


半 


@⑥TOKYO-SKYTREE ざ オ リ ジ ナル 
1 グッ ズ が 買え 
1 ーー る 店 も ある 
明 Point 世界 一 高 い 
毅 5 タワ ー で 眺め る 
下 剛 東京 の パノラマ ビュ ー! 


s 東京 スカ イツ リー『 
但 と うき ょ うす か いつ り 一 

- 古 - さ 634m、 世 界 一 高い タワ ー と 
『 戸 ] し て ギネス 世界 記録 "に 認定 され 

た 。 地上 350m と 450m に ある ふた 

つの 展望 台 か ら の 眺め は まさ に 絶景 。 

展望 台 に は 、 シ ョ ッ プ や カフ ェ 、 レ ス 


2019 年 3 月 29 日 に リニュ ー ア ルオ ー 
プン し た 東京 都 現代 美術 館 が 建ち 、 
ギャ ラリ ー が 点 在 す る アー ト の 街 。 下 
町 の 風情 が 残る 町 並み に 、 近 年 は お 洒 
落 な カフ ェ が 増え 、 街 歩き を 楽し む お 人 
が 多く 訪れ て いる 。 
地下 鉄 清 浴 白河 駅 か ら すぐ 


ツリ ー 天 望 デッキ の 入場 当日 券 大 人 (18 歳 以上 ) 平日 2100 円 、 休 日 2300 円 。 東京 スカ イツ リー 天 望 回 廊 の 入場 当日 券 大 人 
平日 1000 円 、 休 日 1100 円 ※ 中 人 (中 高生 12~<17 歳 )、 小 人 (小学 生 6~11 歳 ) は 別途 設定 あり 、 幼 児 (4~ こ 5 歳 ) は 全日 無 
料 。 ※ 日 時 指定 券 ( 事 前 購入 ) は 別途 設定 あり (822 時 ( 天 望 デッキ の 最終 入場 は て 21 時 、 天 望 回 廊 の 最終 入場 は て 21 時 
20 分 ) ⑮⑱ 無 休 http://www.tokyo-skytree.jp 


Point 


川 の 流れ を 眺め な が ら 
記 二 着 水辺 で の ん びり 過ごせ る 
旧 中 川 2 川 の 務 @⑯ き ゅ うな か が わ ・ か わ の えき 
旧 中 川 と 小名木 川 の 合流 地点 に ある 水辺 の 遊び 場 。 水 陸 両 用 バス 「SKY  。。 。。。 
Duck」 が 入出 水 す る スロ ー プ と 、 和 朋 や カヌ ー な どの 手 清 朋 生 前場 = 甘 ==ー 
(イベ ント 時 の み 開 放 ) 、 川 床や 足湯 が 楽し め る に ぎわ い 施設 (スイ サイ ベ ー 時 
ー ス ) が ある ほか 、 江 東 区 中 川 船 番 資料 館 が 隣接 し て いる 。 


に ぎわ い 施 設 ( ス イサ イベ ー ス ) 人 @ 江 東 区 大 島 9-10I 旧 中 川 水辺 公園 内 紛 地 下 鉄 東 
大 島 駅 か 徒歩 5 分 ⑱ 入 場 自由 あ 土 ・ 日 曜 、 祝 日 の 10 こ 16 時 の み 営 業 ※ 営 業 日 、 休 業 日 は 


水陸 両 肌 バ ス 「SKY Duck] が 


見 られ る か も 


時 期 に より 異な る http://suisaibase.jp 


Point 
みどころ 満載 の シー サイ ド パ ー ク 
に ん * 
最 西 候 海 公園 
短 か が さい りん か いこ うえ ん 
京 湾 に 面 し た 海岸 に 、 芝 生 広 場 や 日 本 最大 級 
の 「 ダ イヤ と 花 の 大 観覧 車 ]、 大 き な ガ ラス ド 
ー ム が 特徴 的 な 「 葛 西 臨海 水族 園 ]、 展 望 レ スト ハ 
ウス 「 ク リス タル ビュ ー」、「 鳥 類 園 ウ ォ ッ チン グ 
セン ター」 な ど が ある 公園 。 大 観覧 車 の 夜景 も 必見 。 
代 江 戸川 区 臨海 町 6 人 8JR 葛 西 臨海 公園 駅 か ら す ぐ 
⑱ 入 園 自 由 あ 公園 は 入園 自由 (水族 園 は 9 時 30 分 ご 17 時 、 


最終 入園 は て 16 時 ) ⑱ 水 曜 (祝日 の 場合 は 翌日 ) https:// 
www.tokyo-park.or.jp/park/format/index026.html 


高き 117m に 達する 「 ダ イヤ と 花 の 大 観覧 車 ] 


@ 穏 や か な 水辺 の 
景色 を 楽し も う 


| re | 


< 2018 年 6 月 に オー プン ! 地図 の な い ミ ュー ジア ム 
森 ビ ル デジ タル アー トミ ュー ジア ム : 
エプソン チー ムラ ボ ボー ダレ ス 
介 も り び る で じ た る あー と み ゅ ー じ あむ : え ぷ そん ち ー む お ら ば ぼ ば ぼ ー だ れ す 
アー ト 集 団 「 チ ー ム ラボ 」 に よる 地図 の な い 
ミュ ー ジ アム 。 境界 の な い ア ー ト に 身体 ご と 没 
入 し 、1 万 mf の 複雑 で 立体 的 な 世界 を さま よい 、 
意思 の ある 身体 で 探索 し 、 み ん な で 新しい 世界 
を 創り 、 発 見 し よう 。 
代 江 東 区 青海 1.3-8 お 台場 パレ ッ ト タ ウン 2F ひ の 上 請 
りか も め 青 海 駅 直結 介 大 人 3200 円 介 10~19 時 ( 金 ・ 土 
曜 ・ 祝 日 の 前 日 は こ 21 時 。 入 館 は 閉館 の 1 時 間 前 まで )※ 


営業 時 間 は シー ズン に よっ て 異な る 第 2・4 火 曜 ⑱ 
https://borderless.teamlab.art/jp 


作品 に 触れ る と 映 
像 が 変化 する アー ト 


放 


1 


! 


肖 


まち 歩き モデ ルコ ー ス 


の 


[ イー スト 地区 ] 


Point うき 中 


主 の 暮らし を 伝え る ⑯ 約 240 年 前 に 建て られ た 主 屋 
ニョ ーー 江戸 時 代 の 貴重 な 遺 公用 の 場 と し て 使 


われ た 主 屋 の 座敷 
ー 之 江 名 主 屋敷 ⑮ い ちの えな ぬ し や し き 
く 芽 戸 時 代 の 初め に 一 沈 江 新 田 を 開発 し 、 そ の 後 、 代 々 名 主 を 務 
た 上 め た 田島 家 の 住居 。 長屋門 、 蔵 、 主 屋 、 屋 敷 林 、 堀 な ど が 創建 当時 の 姿 を 伝え て いる 。 庭 は も 
ちろ ん 、 主 屋 の 座敷 まで 上 が っ て 見 学 で き 、 当 時 の 暮らし に 思い を 馳せ る こと が で きる 。 


信 江 戸川 区 春江 町 2-21-20 因 地下 鉄 瑞江 駅 か ら 徒歩 14 分 人 ⑳100 円 。 中 学生 以下 は 無料 介 10 こ 16 時 月曜 
(祝日 の 場合 は 開館 )⑧https://www.city.edogawa.tokyo.jp/e_bunkazai/nanushi-yashiki/index.html 


| 墨田 区 
黒 田 区 内 で 優れ た 作品 を 残し た 


北斎 と 「 す み だ 」 の 関わ り を 知る 
すみ だ 北斎 美術 館 


重 す み だ ほ くさ いび じゅ つか ん 
美術 館 の 近く に は 北斎 ゆか り の 地 も ある 


oow 還 渓 必 濾 難 へ 屋 可 記 活 賠 


の 巡 器 放 デ 区 か が さき ざ C 距 芝 諾 津本 幅 


se が と 00 必 全 常吉 呈 ご 唄 S 定 し みゆ で 薄 S 選 当選 屋 び 骨 受 そ 環 琴 


。 売 蛋 可 抽 は 々 午 写 革 つの Cy 党 (の この ビ ) 革 oo 知 若 


@Forward Stroke 


さま ざま な 文様 に カッ 
ト さ れ た グラ ス は た め 息 
の 出る 美 し さ 


世界 的 な 画家 と し て 知ら れる 葛飾 北斎 。 誕生 
か ら 90 年 の 生涯 の ほとん ど を 現在 の 墨田 区 5 < 電 と 
内 で 過ごし 、 多 く の 作品 を 残し た 。 美術 館 で int 

は 、 北 斎 と 門人 の 作品 の ほか 、 北 斎 と 「 す み だ 」 職人 の 手 仕 事 が 生み 出す 繊細 で 美しい 輝き 


(江東 区 ・ 墨 田 区 ・ 足 立 区 ・ 葛 飾 区 ・ 江 戸川 区 ) 


や 
の 関わ りな ど を 知る こと が で きる 。 常設 展 の * イ 吾 アー | 生生 記 
ほか 、 企 画展 や イベ ント も 開催 され て いる 。 本 > 右 切子 プ ヨ ル ム es _ / 肌 
人 @ 黒 田 区 亀 沢 2-7-2@⑬ 地 下 鉄 両国 駅 か ら 徒歩 保 5 年 (1834)、 江戸 大 伝馬 町 に 発祥 し た と いう 江戸 切子 。 職人 が 手 作 業 で ガラ ソレ \ 
5 分 ⑱400 円 (常設 展 ) 代 9 時 30 分 ご 17 時 30 分 ( 入 ス を カッ ト す る こと で 美しい 文様 が 作り だ され る 。 シ ョ ー ル ー ム で は 、 江 戸 切子 
人間 RTR を 実際 に 手 に 取っ て 選ぶ こと が で きる ほか 、 貴重 な 作品 を 鑑賞 する こと が で きる 。 | 
CUBE @⑯ 江東 区 亀戸 4-18-8 亀 戸 梅屋 敷 内 3.JR 亀 戸 駅 、 東 武 亀戸 駅 か ら 徒歩 10 分 人 @ 入 通 無料 人 ⑮10 
に ー て 18 時 @ 月 曜 ( 祝 日 の 場合 は 翌日 )⑤https://www_edokiriko.orjp 9 
所 要約 6 時 間 
ーーーーーー 日 ー 還 計 ーーー 
葵 | 間 と 東 | 者 J|・ 東 | 』 J | 征 都 の WW 都 | 一 | u 
住 | 成 OO9 き BE EE Ko は EE 
員 | 線 業 生 寺 よ カ 2 | 科 章 業 起 | | 全部 | 代 寺 門限 宿 寺 宿 | 名 
| 馬 | 党 換 換 う イイ | 引 | 揚 換 理 線 | コ | 歩 | 江 | 交 車線 子 | 用 賜 車 時 主 |* 
※ | の 据 交 で スッ | 本 | 殖 委 で 交 江 3 戸 絹 で 絹 シ シン で 線 
質 | 細 | 住 京 京 生 えっ 0 カリ マミ | ゆめ | 浅 浅 s 男 | 戸 東 | 四 < 則 || 」 西 jn 瑞 屋 |“ 
道 | 大 成 成田 カ Z0 イ | ン | か | 草 賞 15 国 分 | 東国 5 戸 で 大 10 江 | 敷 
時 | ラ | 手 イ 分 ウッ ク |9 り | 駅 明 分 駅 | 京 | 駅 分 駅 | 島 分 駅 
間 | プ 呈 関本 駅 ツ ツラ の | 條 橋 分 駅 1O 情 | 駅 」 ル | 5 
は | チ | 駅 屋 線 リ " リ イ 45| 電 | 駅 R 分 
目 | テ | 駅 1 Le 39 | 編 物 
宏 | ラ ラ 駅 ぐ に 館 
| る 5 9 N 


ん 


日 本 橋 付 近 を 再現 し た 


| 縮尺 模型 | 寛永 の 町 人 地 ] 
江戸 情緒 の 漂う 向島 で 
今 も 残る お も て な し の 文化 
江戸 情 で 江戸 と 東京 の 
SO 歴史 と 文化 を 楽し く 学 ぽ う 
と うき ょ うと えど と うき ょ う は く ぶ つか ん 


花街 の 伝統 を 継承 する 芸 寺 さん た ち 


向島 は 江戸 時 代 か ら 花 街 と し て 栄え た 
町 。 現 在 も 13 軒 の 料亭 が あり 、 約 90 
名 の 芸 怒 が 活躍 し て いる 。 毎年 花見 
の 頃 に 開催 され る 「 さ くら まつ り 」 で 
は 、 芸 尋 が も て な す 「 芸 茶 屋 」 を 出店 時 
し て いる 。 


http://mukoujima-kenban.com 
( 向 嶋 墨 堤 組合 ) 


両国 駅 の 旧 駅 舎 を 較 
利用 し た 建物 6 


ら 徒歩 5 分 


ン 


歌 や 映画 、 小説 で 知ら れる 
現存 する 都内 唯一 の 渡し 船 


ん 


や ぎり の わた し 

映画 「 男 は つら いよ 」、 細 川 た か し の ヒッ 較 
ト 曲 「 矢 切 の 渡し 」、 伊 藤 左千夫 の 小説 野 
菊 の 墓 ] な ど に も 登場 する 江戸 川 の 渡し W 
船 。 葛 飾 区 柴又 と 千葉 県 松戸 市 を 5 分 で 手 清き 船 に 乗っ て の ん 
結ぶ 。 定 員 30 名 で 乗客 が 揃い 次 第 出発 。 びり と 川 を 渡 ろ う 

葛飾 区 柴又 -18 先 融 京 成 線 柴又 駅 か ら 徒歩 10 分 @10 て 16 時 頃 @⑯ 雨 
天 、 荒 天 時 (不定 休 、12 月 ご 3 月 中 旬 は 土 ・ 日 曜 、 祝 日 と 帝釈 天 の 縁日 の 日 の み 運 航 ) 


FESNAGR OCR 日 本 男 

上 橋 北 側 半 分 を 原寸 大 で 再現 し た 展示 や 、 江 戸 時 

代 の 町 人 地 や 呉服 屋 な ど を リア ル に 表現 し た 縮尺 模 

型 な ど が 必見 。 江 戸 の 食 文化 を テー マ に し た [和食 ・| 

甘味 処 桜 茶 寮 ] は 休憩 に ぴっ た り 。 
墨田 区 横綱 1-4-1 

館 600 円 @9 時 30 分 こ 17 時 30 分 (土曜 は こ 19 時 30 分 ) ※ 


入館 は 閉館 の 30 分 前 まで ⑱ 月 曜 ( 祝 日 の 場合 は 翌日 ) 
https://www.edo-tokyo-museum.0rJp 


@⑯ 東京 都 江戸 東京 博物 館 


JR 両国 駅 か ら 徒歩 3 分 人 ⑳ 入 


『 眺望 も 素晴らし い 
| | 和食 ・ 甘 味 処 桜 茶寮] 


oint 


粋 な 江戸 の 食 文化 を 伝え る 
和食 店 が 揃い 踏み ! 


りょう ご く えど の れん 

き 抜 け 中 央 に ある 実寸 大 の 土 依 を 取り 
囲む お よう に 和食 店 が 並ぶ よ 、 ち ゃ ん こ ご 、 
寿司 、 天 ぷら 、 深川 めし 、 そ ば 、 海鮮 、 軍 
鶏 、 も ん じゃ 焼き 、 甘 味 、 酒 の 角 打 ち ま で 
揃う 。 運 が よけれ ば 中 央 の 土 依 で 元 力士 に 

よる パフ ォ ー マ ンス が 見 られ る こと も 。 

墨田 区 横綱 1-3-20 叶 JR 両国 駅 隣接 


10 時 <23 時 30 分 無休 
http://wwwjjrtk.jp/edonoren 


= 


江戸 の 町 屋 風 の 内 装 に 土 依 を 配 し た ユニ ー ク な 造り 


oint 


約 330 年 前 、 松 尾 色 薦 は 小説 の 舞台 を た どり な が ら 
千住 か ら 奥 州 に 旅立っ た 名 所 | 旧跡 を 訪ね る 街 歩き 


せん じゅ し ゅ く お く の ほそ みち ぶち て ら す 
ーー 禄 2 年 (1689) に 、 松 尾 旬 蘭 が 東北 や 北陸 な 
ど を めぐ っ た 「 奥 の 細道 」 の 旅 に 千住 の 地 を 出 
発し た こと を 記念 する 広場 。 苗 薦 の 石像 や 「 日 光 
道中 千住 宿 道標 」、I 旧 日 光 街 道 を 通っ た 参勤 交代 
の パネ ル な ど が 設置 され て いる 。 
足立 区 千住 橋 戸町 50 8 京成 本 線 千住 大 橋 駅 か 


お に へ い は ん か ちょ う ゆ か り の ち めぐ り 

さ 山 波 正太 郎 の 人 気 時 代 小説 「 鬼 平 才 科 帳 ] 。 
ご 主人 公 の 長谷 川平 蔵 は 実在 の 人 物 。 作 
中 に 登場 する 小説 の 舞台 16 カ所 に は 高札 
が 立つ 。 墨 田 区 が 提案 する 街 歩き コー ス 「 す 
み だ まち 歩き 博覧 会 ] に は 鬼平 ゆか り の コ 
ー ス が 3 つ あ り 、 地 図 も 配布 中 だ 。 


http://visit-sumida.jp/machiaruki/guidebook 
(すみ だ まち 歩き 博覧 会 ) 


小説 と の ゆか り 〔 
つい て 解説 する 高 相 


1 
「 鬼 平 犯 科 帳 ] や 
「 剣 客商売] に 登場 す 
る 三 園 神社 


@⑥ 高 橋 留美 子 ノ 小学 館 @ 高 森 朝雄 ・ ち ば て つや / 講 談 社 9 手 十 フ ロタ クション 松本 夫 士 ・ 東映 アニ メー ショ ン 


まち 歩き モデ ルコ ー ス 


好き な キャ ラク ター と 一 緒 に 
記念 撮影 を し よう 


[ ウエ スト 地区 ] 


(新宿 区 ・ 中 野 区 ・ 杉 並 区 ・ 練 馬 区 ) 


ご ーー YY 


と / 
ク 


練馬 区 ゆか り の キャ ラク ター た ちの 

等 身 大 ブロ ンズ 像 が ずら り 

大 泉 ア ニ メ ゲ ー ト 

お お いずみ あにめ げ ー と 

日 本 初 の 劇場 用 カラ ー 長 編 アニ メ を 制作 し た 東映 アニ メー ショ 
ン が ある 大 泉 学園 、 そ の 駅 前 に 「 鉄 及 ア トム ] の アト ム 、『 銀 ee 

河 鉄道 9991 の メー テル と 星野 鉄郎 、『 あ し た の ジョ ー」 の 矢吹 丈 、 ペン 

「 う る 星 や つら 」 の ラム な ど 、 ゆ か り の キャ ラク ター 像 が 並ぶ 。 


虹 西 武 線 大 泉 学園 駅 すぐ 
http://animation-nerima.jp/map/animegate 
(練馬 アニ メー ショ ン サ イト ) 


1 


。 々 季 交 Cr [vwSxir パ | 宮 較 屋 き 々 水 [ 面 膨 演 詳 玉 等 本 は 


。 結 S 立 虎 六 国 某 光 み 罰 主 閉 , 學 IS 基く ざき ざ ざ 避 人 生計 血 叶 ず 


> 和 3 特 ヾ > 


S う ぴの へ S 護 マ 先 ボ 尽 ユー HITTOrOYTy0k . 訪 庄 放 玩 き 帰 還 党 ir 


の 色 塗り や 編集 な ど が 体験 で きる デジ タル 工房 


アニ メ の 歴史 に 関す る 目 
展示 も 人 気 


oint 


声優 気分 の アフ レコ 体験 や E 福 
アニ メ 制 作 に 挑戦 


東京 工芸 大 学 杉並 アニ メー ショ ン ミ ュー ジア ム 


と うき ょ うこ う げ いだい が く すぎ な みあ に め ー し ょ ん み ゅ ー じ あむ 所 要約 6 時 間 


本 の アニ メ の 歴史 と 未来 、 制作 訂 < | 。 ーー 一 胃 時 < 時 天 。 
過程 な ど が 学べ る 博物 館 。 声 優 園 


ー/ 村 9 


O 

に 挑戦 で きる アフ レコ 体験 コー ナー | 
や コン ピュ ー タ を 使用 し た 制作 倫 和 OOI 川 * 69: ラ 9: 主 ⑨ ア | * 
が で きる ワー クシ ョ ッ プ も 楽し い 。 。| 町 提 事 組 | 沿 | 千秋 事 六 中 和久 事 久 け 大 | テ |" 
アニ メシ アタ ー で は 、 歴史 的 な 作品 質 | | 柄 > 中 | の | 絹 東 1 フ 中 | ド 中 と 数 当 |1| グ |“ 
や 人 気 作品 な ど が 無料 で 鑑賞 で きる 。 本 | | 詩 ん 甚 染 | 中 車 27 早 | 野 ら 祝 ジ 1 で Il 

間 | | 新 分 駅 | 空 井 破 分 駅 | 駅 分 駅 き |12|1 ト 
@ 杉 並 区 上 荻 8-29-5 杉 並 会 館 3 "は | | 宿 色 ] 駅 名 の 1 
摩 JR 菊 窪 駅 か ら 車 で 10 分 ⑱ 入 館 無料 目 | | 駅 も 
10 ご 18 時 (入館 は こ 17 時 30 分 ) ⑯ 月 曜 ぞ ア 
(祝日 の 場合 は 翌日 )http://sam.orjp す ム 


個性 的 な カレ ー が 続々 
食べ 比べ が 楽し い 食 の 祭典 
カレ ー な る 戦い in 杉並 


か れ 一 な る た た か いい ん すぎ な み 


⑯ 店 の 個性 が 活か 


の カレ ー が 味わえ る イベ ント 、。 仕切 り 
の ある 皿 で 、4 種 類 の カレ ー を 一 緒 に 
よそ っ て 食べ 比べ られ る の も うれ し い 。 


年 2 回 (5 月 GW10 月 下旬 ) 開 催 予定 
人 https://currytatakai.com 


需 品 も 揃う 
サブ カル チャ ー の 聖地 


Fa 野 ブ ロー ド アラ / 回 イ な か の ぶろ どう ぇ い 
年 (1966) 開 業 の 商業 住宅 複合 ビル 。 昭 和 55 年 (1980) に 店 を 構え 


漫画 専門 古書 店 「 ま ん だ ら け 」 が 牽引 し 、「 サ ブ カ ル の 聖地 ] と し て の 現在 8 
の 生 CE 食料 品 な ど 地 域 密 着 の 商店 と マニ ア な 趣味 の 店 が ひし め 


され た カレ ー 
ビア バー や イタ リア ン レ スト ラン な ど 、 > 
杉 普 区 内 の 飲食 店 が 考案 し た 十 数 種類 食品 や 生活 必 


NMMI 
| 


地下 1 階 、 地 上 4 階 の ショ ッ ピ ング ゾー ン に 


http://www.nbw.jp 


き 合い 共存 し て いる 。 地 下 1 階 の 店 の 超 特 大 ソフ トク リー ム も 名 物 だ 。 


都心 の 知ら れ ざ る 伝統 工芸 
新宿 の 染め 物 文化 を 知る 


神田 川 渦 い の 委 色 産業 
か ん だ が わ ぞ い の せ ん し ょ くさ ん ぎょ う 

井 駅 ご 早稲 田 駅 間 の 神田 川 と 

紗 正 寺 川治 い は 、 東 京染 小紋 、 
東京 手 描 友 禅 に 代表 され る 染色 
業 が 盛ん な 地 。 秋 に は 工房 見 学 が 
楽し め る 「 お 江戸 新宿 ・ 紺 屋 め 
ぐり | が 、2 月 に は 中 井 駅 周辺 と 
紗 正 寺川 を 染め 物 が 彩る イベ ント 
「 染 の 小道 ] が 開催 され る 。 
http://tokyo-sSomemono.com 
(新宿 区 染色 協議 会 ) 


日 本 一 の 歓楽 街 で 
レト ロ で ディ ー プ な 街 歩き 


| 歌舞 伎町 


か ぶ き ちょ う 

舞 伎町 で も 特に ディ ー プ な 場 

所 と し て 知ら れる 「 ゴ ー ル デ 
ン 街 ] は 、 俳 優 や 画家 な ど が 足 繁 
国 く 通 つた 1970~-80 年 代 の 窪 囲 
瑞 少 気 を 色濃く 残す 。 ま た 少し 足 を 延 
。 ば し た 新宿 駅 西口 の ガー ド 沿 い に 
は 約 100 坪 に 飲食 店 な ど 約 80 軒 
調 が ひし めく 「 思 い 出 横丁 ] が ある 。 


較 JR 新 宿駅 か ら 徒歩 5 分 、 
西武 新宿 駅 か 徒歩 5 分 


の 飲食 店 や ナイ トス ポッ ト が 
集まる 歌舞 伎町 一 番 街 


15 


染め 物 が 町 を 彩る イベ ント 「 染 の 小道 ] 
⑱http://www.somenokomichi.com MM 実行 委員 会 


個性 的 な 店 が ぎっ し り 並 ぶ 唯一 無 二 の ス ポッ ト 


人 ⑬ 中 野 区 中 野 5-52 
-15 較 JR 中 野 駅 か 徒歩 


「 と し まえ ん 」 を 会 場 に 
100 以 上 の 模擬 店 が 並ぶ 
練馬 まつ り 
ね り ま まつ り 

練馬 区 の 2 大 祭り の ひと つ で 、3 万 人 以上 
の 来場 者 を 集め る 人 気 の イ ベン ト 。 焼 き 
そば や 串焼 き な ど の 軽食 や 特産 品 な ど を 
売る 模擬 店 が 100 店 以上 並ぶ 。、4 つ の 
特設 ステ ー ジ で は 、 賑 や か な バ パフォー マ 
ンス が 行わ れ 、 祭 り を 盛り 上 げ る 。 


http://www.nerima-matsuri.com 


_@0 有 第 3 日 曜 に 
開催 され る 


まち 歩き モデ ルコ ー ス 


⑨ 


[ ウエ スト 地区 ] 


(新宿 区 ・ 中 野 区 ・ 杉 並 区 ・ 練 馬 区 ) 


Point 総 檜 造 り の 壮 肌 な 本 殿 
東京 の へ そ に 立つ 
きま 生 逢 安産 ・ 子 育て 祈願 の 八幡 さま 


大 宮 八幡 宮 但 お お みや は ち ま ん ぐう 


御 祭神 は 応神 天皇 と その 父母 で あり 、 親 子 三 神 を 祀る こと 
人 から 、 析 結 O ・ 安産 ・ 子 育て の 信仰 を 集め る 神社 。 ま た 
東京 の 重心 に 位置 する た め 「 東 京 の へ そ ・ 子 育 厄 除 八 幡 
さま 」 と 親しま れ て いる 。 1 万 5000 坪 の 広い 境内 は 豊か な 緑 ④ 御 鎮座 か ら 950 年 以上 を 数 える 
に 彩 られ 、 春 の 桜 、 秋 の 菊 と 季節 の 花 も 美しい 。 

人 杉並 区 大 宮 2-3-1 
京王 線 西 永福 駅 か 徒歩 7 分 
6 て 17 時 (4~ こ 9 月 は <18 時 ) 
⑯ 無 休 
http://www.ohmiya- 
hachimangu.OrJjD 


っ ツ 表 ご 涯 Re 交 避 S と ルー マダ 沈 記 G 属 選 洒 闘い 下 古 生 は S ざ や さき 
。 ペ ー ロ er 下 消 康 汗 論 S 当 混 び 0 さき ww 本 ご 守 O 生 と S 乱 箕 
.y 計 較 本 革 必 選 恒 司 S 避 計 |「 郊 侍 時 ] は きき 潜 古 さす 藻 ③HI 過 


Point 


中 野 区 
5 代 綱 吉 の 時 代 に 造ら れ た 
大 規模 な 野犬 保護 施設 ③ お 囲い 廃止 後 、 
い 証 犬 は 地域 住民 に 
中 野 の 犬 の 像 引き 取ら れ た 
但 な か の の いぬ の ぞう 
代 将 軍 徳 川 綱吉 の 「 生 Ren 
類 憐 み の 令 ] に より 、 人 ク 
直 要 約 6 時 間 
元禄 8 年 (1695) か ら 15 - 遇 潮 前 符 
年 間 、 中 野 に は 芋 の 野 1 
保護 施設 (お 囲い ) が 設け ら 神 | 東 西江 | 西 休 葵 本 と | 者 J| 中 | 』 京 | 大 | 名 SKK ) 
れ た 。 面積 約 30 万 坪 に 数 挟 _ 回 ME 回 _@』 時 ョ 計 |r 介 。 琶 emu 
万 こ 30 万 頭 の 犬 が 飼 わ れ ト 乗 潮 袋 | の | 袋 晶 島 え | 江 生 提起 天 | 内 生還 の | 把 |s を % 箇 。 川 ダッ 
問 レコ ※ 日 換 で 線 | 宮 | 線 で 線 戸 換 で 線 の 線 換 で 頭 | 引 ー 化 一 一 ーーーーーー さ 
て いた と いう 。 中 野 区 役所 所 | | て 江 | 早 | 江 と 豊 | ん | 線 二 っ 。 中 | 化 中 言っ 。 株 | 呈 |e 「 攻 
前 に は 、 犬 の 像 が 造ら れ 史 時 | | 閉 間 25 右 | 士 告 6 島 | | 豊 呈 25 困 | 像 | 野 旦 35 西 / 1 
細 衣 | | 町 次 分 田 | 塚田 分 園 | | 島 喘 分 駅 | | 駅 芋 分 永 回 レン 8 
実 を 伝え て いる 。 は | | 本 双 駅 | | 駅 駅 中 時 柱 " 償 グ 9 が に 
人 @ 中 野 区 中 野 4.8-1 中 。 目 | | 田 駅 駅 ジル エッ 
野 区 役所 前 暫 JR 中 野 駅 、 地 下 。 老 | | 橋 で ーー 
鉄 中 野 駅 か ら 徒 歩 3 分 す | 駅 ( < の で こつ 


に 。 王 還 還 較 cv 四 還 還 還 


世界 で も 類 を 見 な い 
哲学 を テー マ に し た 公園 
哲学 堂 公園 

て つが くど うこ うえ ん 


Se 糧 識 > 
ーー の NR 


ーー ニー ニー ーー 
⑯ 孔 子 、 釈 迎 、 ソ ク 

ラテ ス 、 カ ント を 礼 

る 「 四 聖堂 ] 


赤い 外観 が 目 を 引 
く 「 六 賢 台 」 は 哲学 党 
公園 の 象徴 的 建物 


東洋 大 学 の 創設 者 で ある 哲学 者 ・ 井 上 
円 了 博 士 に より 創立 され た 公園 。 哲 理 
門 、 四 聖堂 、 六 賢 台 、 宇 宙 館 な どの 建物 
や 施設 に より 、 閣 学 の 世界 が 視覚 的 に 
表現 され て いる 。 

代 中 野 区 松が丘 1-34-28 鐘 西武 線 
新井 薬師 前 駅 か 徒歩 12 分 人 入園 無料 代 8~ 
18 時 (7・8 月 は 7 時 ~、10・11 月 は <17 時 、12 
<2 月 は 9~17 時 ) ⑯ 無 休 
http://tetsugakudo.jp 


伝統 と 新 し さ が 
混 さり 合う 坂 の 街 


】 
と 口 く 。 
神楽 坂 


oint 


FE 沙門 天 の 門前 町 の 賑わい 、 大 正 時 代 か ら 続く 花街 の 面影 
上 そし て 仏 政府 公式 の 語学 学校 が 近い こと か ら フ ラン ス の 
香り も 漂う 、 多 彩 な 表情 を 持つ 町 。 メ イン の 神楽 坂 通り の 
周辺 に 横丁 や 路地 が 入り 組み 、 石 崩 や 黒板 志 な ど 風 情 あ る 
町 並み が 残る 。 毎 年 7 月 に は [神楽 坂 まつ り 」 が 開催 され る 。 


8 地下 鉄 神楽 坂 駅 ・ 飯 田橋 駅 か ら す ぐ 


さき 100 年 以上 前 に ドイ ツ て 造ら 


当地 を 治め て いた 豊島 氏 に 
その 名 が 由来 する 遊園 地 


と し まえ ん < 


転 木 馬 「 カ ルー セル エル ドラ ド 」 を は じ め 、 楽しい 乗り ⑮ 練 馬 区 向山 3-25-1 8 西武 線 、 地 下 鉄 
物 が 30 種 以上 揃う 遊園 地 、 と し まえ ん 。 実は ここ に 半生 の o 生 計る) 
は 中 世 の 時 代 に 当地 を 支配 し た 豊島 氏 の 居城 の ひと つ 「 練 火 ・ 水 曜 (1 こ 2 月 は 火 ご 木曜) ※ 祝 日 、 学 校 休み 


馬 城 ] が あっ た 。 現在 、 遺構 は ほぼ 残っ て いな い 。 期間 は 無休 ⑱http://www.toshimaen.co.jp 


@ 絶 叫 系 コー スタ ー も 豊富 


通称 、 江 証 田 富 士 ]。 都 内 で 有数 の 大 き な 富 塚 和 か れ た 還 の 
江古田 の 富士 塚 え こ だ の ふじ づか 2 
る と 富士 山 に 登 拝 し た の と 同じ 御 間 ニ - ー 用 交 TK] 
利益 が ある と いう 富士 塚 は 、 都 内 
に 約 50 カ 所 ある が 、 浅 間 神 社 境 内 の 
江古田 の 富士 塚 は 高 さ Bm、 直径 30m 軒 
と 規模 が 大 きく 貴重 。1 月 1 <3 日 と 
7 月 1 日 (山開き )、9 月 第 2 土 ・ 日 曜 ( 浅 
間 神 社 例 大 祭 ) に の み 登 拝 で きる 。 


練馬 区 小竹 町 1-59-2( 浅 間 神 社 境 
内 ) 鐘 西 武 線 江古田 駅 か の ら す ぐ 


$ 両 側 に 飲食 店 な 


\ 


ど が 立ち 並ぶ 神楽 坂 2 
通り 浅間 神社 境内 に は [千川 
gr 
坦 植 桜 楓 碑 ] が 立つ PT 
風情 ある 石 崩 の 小道 を 歩 こう Rs 
- 上 y 緑 に 囲ま れ た 博物 館 で 


練馬 に つい て 学 ぼ う ーー 
石神 井 公園 ふる さと 文化 館 本 紅 こ 
し ゃ くじ いこ うえ ん ふる さと ぶん か か ん 1 
練馬 区 の 歴史 文化 、 自 然 を 学べ る 博物 館 。 特 産科 E 
の 結 馬 大 根 の 資料 が 目 を 引く 常設 展示 室 や 特別 や チビ 9 を ちら に 人 
展 を 開催 する 企画 展示 室 な ど が ある 。 休 憩 コ ー 際 ヨ ナー| 
ナー で 味わえ る ご 当地 グル メ 「 武 蔵 野 う どん 」 も 
密か な 人 気 。 
価 練 馬 区 石神 井町 5-12-16 包 西武 線 石 神 井 公園 駅 か 徒歩 15 分 
無料 (特別 展 は 有料 ) 介 9>18 時 ⑳ 月 曜 ( 祝 日 の 場合 は その 直後 の 平日 ) 
https://www.neribun.or.jp/furusato.html 


まち 歩き モデ ルコ ー ス 


=、 春 は 桜 が 見 事 。 現 在 の 2 


。 社殿 は 昭和 23 年 に 造営 [ サウ ス 地 区 ] 


| され た 
(品川 区 ・ 目 黒 区 ・ 大 田 区 ・ 世 田谷 区 ・ 渋 谷 区 ) 


間 寺田 松陰 を 祀 る 神社 で る 人 訟 30 生 を 


EE 当 学業 成就 を 祈願 「 吉 田 松陰 先生 像 | 


松 際 神 社 但し ょ うい ん じん じゃ 


口 県 萩 市 の 「 松 下村 塾 ] で 知ら れる 幕末 の 思想 家 ・ 吉 田 松陰 。 本 2 較 PS 
リー ゞ 西 伝 0 基 ピコ ヒ さ 1DATA | 大 - つ 〇 - 1 細 
安政 の 大 獄 に よ り 江戸 伝馬 町 で 刑死 し た 時 は 30 歳 の 若 さ だ 東急 緑 松陰 神社 前 駅 か ら 徒 歩 3 分 
っ た と いう 。 門下 生 で ある 高杉 晋作 や 伊藤 博文 ら に よっ て この 地  7 こ 17 時 @ 無 休 ( 社 務 所 の み 不 定 


に 改葬 され 、 明 治 15 年 (1882) に 社 が 築 か れ 神社 と な っ た 。 休 ) https://www.shoinjinja.org 


> 号 計 


> づけ ご 混 頑 NNCSm 人 本 蘭 貞 S さ 部 ぶ ざ きめ 半 一 コス 


ーー ふぐ ヽ 
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Ai 


o ツ ま ざき 霊 民 は S き や さき ポー ご へ き 選 避 び 尽 洒 へ ば OLSOw 陣 
。 づ は き 札 池 海 S 頑 時 商人 グ キ エ ヘ w ご 導 と 滋 記 避 大 否 六 ロ ンマ で 


/ / 1 
NE 講 ) ? が 
4/4 泊 上 玩 民 いい 
し 4 ーー ーー 『 上 旬 E+ た ぶ すき - 【 * あ ] 
ヽ !> ー レー ーー 守 古 ⑯ 多 く の 人 が 人 行き交う 
外国 人 観光 客 に も 人 気 の 世界 一 有名 な 交差 点 GO 


スズ ク の ン プリ し 交差 点 但 す くら ん ぶる こう さて ん 


SE 谷 駅 の ハチ 公 口 か ら 出 て すぐ に ある 渋 谷 駅 前 の 交差 点 。 1 日 の 歩行 者 通行 量 は な ん と 50 万 人 
くに も な る と いう 。 海外 映画 に 登場 し た り 、 ま た ハロ ウィ ン や サッ カー の FIFA ワ ー ル ドカ ッ プ 
な どの イベ ント で 盛り 上 が っ た り と 注目 度 が 高く 、 今 や 観光 名 所 の ひと つ に な っ て いる 。 

8 JR 渋谷 駅 か ら す ぐ 


バー、YS 


所 要約 6 時 間 
回 回 回 回 一 回 一 回 
羽 | 羽 東 0 り | 大 | 東 4 東 目 東 | 原 ス | 東 東 | 松 | ! 
還 陸 敵 に 2 和 E 間 個人 に し EE 休 に 還 94 
生ま 電 手 | 衣 | 全 | ン | 画 生還 田 生 | 。 記 4226228 

負 際 ル 天 0 井 | 小 | 閑 天 っ 本 会 條 目 1 原 ] 着 | 20 ル | 刺 三 っ 0 遂 に 

前 | | 線 まう 0 計 鯛 | 大岡 22 動 | 落 | 動 昌 1/ 宿 | 叶 | 分 | 交 | 株 証 20 松 

間 思 洲 分 駅 飯 電 山 分 前 時 前 駅 分 駅 差 | 茶 分 陰 

は ル タ 町 駅 駅 | き | 駅 谷 恒 神 

目 | | 駅 イ 食 | 駅 点 ] 駅 駅 社 

安 ル 店 前 

5 駅 街 駅 


歩い て 知る と も っ と 楽し い 
ディ ー プ な 渋谷 案内 
シブ ヤ 散 歩 新聞 
"しぶや さん ぽ し ん ぶん 
渋谷 に 行く 前 に ウェ ブサ イト を チェ ッ ク ! 
シ プ ヤ 散歩 新聞 


散歩 を キー ワー ド に 、 美 容 、 健 康 、 
ファ ッ シ ョ ン 、 グ ル メ な ど 渋 谷 の 地域 
情報 を さま ざま な 観点 か ら 切り 取る 
WEB メ ディ ア 。 人 気 の パ ン 屋 を めぐ 
る 「 シ ブ ヤ ば ん 散歩 ツア ー」 な ど 、 街 歩 
き ツ アー 企画 も 実施 。 

http://shibuyasanpokaigijp/shinbun 
(シブ ヤ 散 歩 新聞 ) 


ーー ーー で < 
⑯ 美 し い ケ ヤキ 並木 が 続く 表参道 


Point 


狭い 路地 を 歩く ワク ワク 感 
叶 昭和 レト ロ な 飲み 屋 街 


際 
大 井町 ・ 東 小 臣 飲 食 店 街 
お お いま ち ・ あ ず ま こう じい ん し ょ く て ん が い 
井町 駅 東口 か ら す ぐに ある 地元 サラ リー マン 
御用 達 の 飲み 屋 街 。 狭 い 路 地 に 立ち 飲み 屋 や 
居酒屋 、 ス ナッ ク や バー な ど 50 軒 以上 が と ころ 
狭し と 並ぶ 、 ま た 飲み 屋 以外 に も 老 造 の 洋食 店 
や 人 気 の ラ ー メ ン 店 な ど が あり 、 昼 時 に は ファ 
ミリ ー や 学生 が ラン チ に 訪れ る 。 
品川 区 東大 井 5 
8JR 線 、 東 急 線 、 り ん か い 
線 大 井町 駅 下車 すぐ 


き ノ スタ ル ジ ッ ク な 
雰囲気 の 小路 


開放 感 あ ふれ る デッキ で 夜景 と 航空 機 を 眺め よう 


6 
羽田 空港 "は ね だ くう こう 

30# ) 社 A 上 の 海外 の 艇 会 社 が 避 航 し て いる 国際 線 旅 容 ター ミナ ル 。 
望 デ ッ キ か ら は 、 さ まさ ざま な 飛行 機 が 発着 する 様子 が 眺め られ る 。 


2 最新 トレ ンド が 集まる 
記 東京 二 ホ ッ ト な エリ ア 


原宿 ・ 表 参 


は ら じ ゅ く ・ お も て さん どう 
本 初 上 陸 の グル メ や ブラ ンド の 旗艦 店 が 並ぶ 流 
行 発 信 地 。 個 性 派 フ ァ ッ ショ ン や 雑貨 が 集まる 
、 竹下 通り 、 人 気 の 裏 原宿 や キャ ッ ト ス トリ ー ト 、 高 
級 ブ ラン ド 店 が 建ち 並ぶ 表参道 と 、 個 性 的 な 町 を 散 
り 2 策 し な が ら 、 シ ョ ッ ピ ング を 存 分 に 楽し ん で 。 
1( 8JR 原 宿駅 、 地 下 鉄 表参道 駅 か ら す ぐ 


oint 


開創 か ら 1200 年 を 数 える 
= 天台 宗 の 古 刺 


目黒 不動 尊 ( 溢 泉 き ) 


人 めぐ ろ ふ どう そん (りゅう せん じ ) 
同 3 年 (808)、 慈覚 大 師 園 仁 に より 開か 
れ た 関東 最 古 の 不動 吉 場 。 木 原 不動 尊 ( 熊 
本 県 ) 、 成 田 不動 尊 (千葉 県 ) と と も に 日 本 三 
大 不動 と 呼ば れる 。 毎 月 28 日 は 目黒 不動 尊 
大 縁日 で 、 門 前 や 境内 に 食品 や 衣類 な どの 
忠 店 が 並び 、 多 く の 参 拝 者 で 賑わう 。 
⑧ 目 黒 区 下 目黒 3-20-268 東 急 目 黒 線 不 動 前 


駅 か ら 徒歩 12 分 
http://www.tendaitokyo.jp/jiinmei/6ryusenji 


⑯ 御 本 尊 は 彫 仁 作 の 不動 明王 像 (秘仏 ) 


大 田 区 


4 れ て お り 、 美 し い 夜景 が 楽し め る 。 


http://Www.haneda-airportjp/inter/ 


③⑯ 展 望 デッキ で は 、4 本 の 滑走 
路 か ら 離 着陸 する 飛行 機 が 見 える 


⑱ 大 田 区 羽田 空港 2-6- 33 
5 順 京 浜 急行 羽田 空港 国際 線 タ 4 

ー ミ ナル 駅 、 東 京 モ ノレ ー ル 羽田 共 、 コ 
空港 国際 線 ビル 駅 直結 


都内 最多 の 39 軒 の 銭湯 が ある 大 田 区 で 軒 
湯 め ぐり は いか が ? 
湯 、 電 気風 呂 、 ス チー ム サ ウ ナ な ど 、 銭 湯 
に よっ て 楽し み は い ろ い ろ 。 大田 浴 場 連 
合 会 の サイ ト で 条件 を 絞っ て 検索 で きる 。 
http://ota1010.com (大 田 浴場 連合 会 


ジャ グ ジ ー、 温 泉 、 薬湯 も ! 
湯 め ぐり 気分 で 訪れ よう 
銭湯 (公衆 浴場 


せん と う ( こ うし ゅ う よ く じょう ) 


温泉 の 黒 湯 や 薬 | 
⑯ 昔 な が ら の ペン キ 絵 も 健在 


池 の 周り を 散策 し な が ら 
歴史 と 自然 に 出合 える 


せん ぞ く い け こ うえ ん 

周 約 1.2km の 淡水 池 

を 中 心 と し た 公園 で 、 
三 連 太鼓 橋 の 池 月 橋 や 水生 
植物 園 の ほか 、 勝 海舟 夫妻 
の 墓 、 西 郷 隆盛 留 魂 碑 な ど 

歴史 的 な みどころ も 多い 。 
春の 桜 、 夏 の トン ボ 、 秋 の 
紅葉 、 冬 の 渡り 鳥 と 四季 
折々 の 楽し み が あ り 、 ま た 

ボー ト 人 遊び も 人 気 が あ る 。 
大 田 区 南 千束 2-14-5 

東急 線 洗足 池 駅 か ら 徒歩 2 分 
http://www.oity.ota. 


tokyo.jp/shisetsu/park/ 
senzokuike.html 


則 


川沿 い に は 約 1km の 散策 路 が 整備 され て いる 


* ト 人 導 mm 寺 吾 吾 商 昌 ※ 


oint 


水 音 と 豊か な 緑 に 包ま れる 
東京 23 区 唯一 の 自然 渓谷 


と どろ きけ いこ く 

摩 川 の 支流 で ある 谷沢 川 に よっ て 

浸食 され て で きた 渓谷 。 自然 溢れ 
る 渓谷 沿い に は 、 古墳 (横穴 墓 ) 、 日 本 
庭園 と 書院 、 等 々 不動 尊 、 不 動 の 滝 
| など が ある 。 言い伝え に よる と 、 不 動 
の 滝 の と どろ く 音 が 等々力 」 の 地名 の 
由来 に な っ た と いう 。 

「 世田谷 区 等 々 力 1- 22、2- 37~<38 
番外 伏 東 急 線 等 々 力 駅 か ら 徒 歩 3 分 


http://www.city.setagaya.Ig.jp/ 
shisetsu/1217/1271/d00004247.html 


きる 
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池 は 歩い て 20 分 ほど で 1 周 で 


or 汗 中 の S が て ざ 訓 上 六 し 誠 漁 税 き ざ ざ べ S ざ 党 引 ご 避 滞 
oO0wAENNYN ご マ は る 北 OWY き 放し マ は の 革 全 寺 W 計 S 軸 党 


「 池 月 橋 ] で は 邦楽 コン サー ト も 行わ れる 


いき 
2 水 の せ せら ぎ を 感じ る 渋谷 の オア シス 


へ ん ぽう を と げ る し ぶ や が わ 
渋谷 駅 南側 に 位置 する 渋谷 川 に お いて 稲荷 橋 付近 ~ 新 並木 橋 付 近 の 区 
間 が 整備 され 、 緑 豊 な 遊歩 道 や 川 の 護岸 に は 「 壁 泉 ] と いう 水景 施設 
造ら れ た 。 2018 年 9 月 に は 複合 施設 [渋谷 スト リー ム 」 と 「 渋 谷 ブ リッ 
ジ 」 が 開業 し 、 ク リエ イ テ ィ ブ な 人 々 を 集め る 場所 と な っ て いる 。 
国道 246 号 稲荷 橋 付 近 ~ 新 並木 橋 付 近 


[ サウ ス 地 区 ] 


(品川 区 ・ 目 黒 区 ・ 大 田 区 ・ 世 田谷 区 ・ 渋 谷 区 ) 


ピ 


北 の 時 池 吾 汰 混 


e ペ ー ロ の さき 午 選 民 YS 財 党 糸 党 忠 


所 要約 5 時 間 


必 つ る 司 瑞 
下さ Q 二 画 


羽田 知 還 ( 溢 滞 ) 
へ 本 
紀 ロ kS 水 ( 藻 滞 ) 
へ 本 澤 


CGC の ロロ O 


駒沢 


オリ 


に へ 写 有 ルン 4 
の Nm 人 人生 
> SA 人 L 議 夫 


ウォ ー タ ー フ ロン ト の 
大 人 の お 洒落 スポ ッ ト 
天王 洲 ア イル 

便 て ん の うず あい る 

ドラ マ の ロケ 地 と し て も 人 気 


昔 の 倉庫 を リノ ベー ショ ン し た 建物 
に ウリ En ッ リョ レジ 2 ドア ジス カウ 
ショ ッ プ な ど が 立ち 並ぶ ボン ドス トリ ー 
ト が 人 気 。 運河 沿い の ボー ドウ ォ ー ク 
や ライ ト ア ッ プ され る ふれ あい 橋 で 
は 、 美 し い 水辺 の 夜景 も 楽し め る 。 

氏 り ん か い 線 ・ 東 京 モ ノレ ー ル 天王 


人 気 の 街 ・ 中 目 


洲 ア イル 駅 か ら す ぐ 
https://www.e-tennoz.com 
(天王 洲 ア イル 地域 情報 サイ ト ) 
に 
Point 
江戸 の 面影 と 高層 ビル 群 で 


川 生 今 と 昔 が 混在 する 入り 江 


品川 清 
7『1/F 村 @ し な が わ う ら 


ヾ 丁 戸 城 に 魚 を 献上 する 由緒 ある 漁師 町 の ひと つ で あっ 
上 上 た 品川 浦 。 昭 和 38 年 (1963) に 漁場 と し て の 歴 
史 を 終え て 、 現 在 は 釣り 船 や 屋形 船 の 舟 だ まり と な っ 
て いる 。 屋形 船 の 船宿 を 多く 、 こ こ か ら 隅 田川 や お 台場 
方 面 を めぐ る 水上 観光 が 楽し め る 。 

人 品川 区 東 品川 1-7-1 京 急 線 北 品川 駅 か ら 徒歩 5 分 


属 』 
⑯ 品 川浦 近く に 旧東 
海道 が あり 、 一 帯 は 
宿場 町 と し て 栄え た 


Point 
緑 豊か な 公園 の 中 に 立つ 
叶 家族 で 楽し め る 水族 館 


レ し な が わ 水族 館 但し な が わす い ぞ く か ん 


^ 技 や 川 と の ふれ あい を テー マ に 、 約 450 種 類 の 海 や 川 の 生き 物 を 

7 革 属 示す る 水族 館 。900 点 の 魚 が 泳 ぐ 全長 22m の トン ネル 水槽 や 、 
地上 と 水中 の アザ ラ シ の 様子 を 観察 で きる アザ ラ シ 館 、 ク ラ ゲ を 展示 

する クラ ゲ ゾ ー ン な ど が 人 気 。 

代 品 川 区 勝島 3-2-1 欠 京 急 線 大 森 海岸 駅 か ら 徒歩 8 分 便 入 館 1350 円 

介 10<17 時 (入館 は <16 時 30 分 ) ※ 季 節 に より 変動 あり 火曜 (祝日 、GW や 春 ・ 

夏 ・ 冬休み は 営業 ) 人 https://Wwww.aquarium.gr.jD 


w 


しながわ 区 民 公 園 の 中 に ある 


③ 頭 上 を 魚 が 泳ぐ で 
トン ネル 水槽 
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黒 


目 黒 ) | | 便 め ぐろ が わ 


黒川 の 両 岸 約 4km に ソメイヨシノ を 中 心 と し た 約 800 本 の 

桜 並木 が 続く 。 川 沿い に は お 洒落 な カフ ェ や レス トラ ン 、 洗 
練 さ れ た ショ ッ プ が 立ち 並び 、 そ ぞ ろ 歩 きも 楽し い 。 ま た 、 開 花 
時 期 に は 幻想 的 な 夜桜 も 観賞 で きる 。 


。」 


目黒 区 下 目黒 大 橋 人 東 急 線 ・ 地 下 鉄 中 目黒 駅 か ら す ぐ 


%⑳9.oe や 


時 指 の 桜の 名 所 


⑯ 地元 有志 が 行う 清掃 や PR 活動 な ど に より 、 
守ら れ て きた 桜 


⑯ 新 旧 が 並び 立つ 独特 の 風情 を 
写真 に 収め よう 


多く の 国際 大 会 も 開か れる 
スポ ー ツ 施設 が 集まる 公園 
駒沢 オリ ン ピ ッ ク 公 園 
但 こ ま ざ わ お りん ぴっ く こ うえ ん 
昭和 39 年 (1964) 東京 オリ ン ピ ッ ク の 第 
2 会 場 と し て 使用 され た 公園 。 中 央 広場 に 
は オリ ン ピ ッ ク 記 念 塔 が 立つ 。2 万 人 の 観 


@ 公益 財団 法人 
覧 席 が ある 陸上 競技 場 か ら 球 技 場 や 体育 館 東都 人 園 協会 
な ど 、 さ ま ざ ま な スポ ー ツ 施設 が 揃う 。 。 ④「 ジ ャ フジ ャ フ 池 | 


人 @ 世 田谷 区 駒沢 公園 欠 東 急 線 駒沢 大 学 駅 か ら 徒 歩 15 分 
(運動 施設 に つい て ) 人 https://www.tef.or.jp/kopgp/ 
(公園 施設 に つい て ) https://www.tokyo-park.orJp/park/format/index040.html 


に ンク 


呈 漫画 の 神様 た ちの 豊島 区 トキ ワ 荘 通り 
に ヨ に 万 社 + 直 お 休み 処 
Arie 訪ね る 街 歩き @ 豊 島 区 南 長崎 2-3-2 3 
ゞ 散策 還 地下 鉄 落合 南 長崎 駅 か ら 徒 
トキ ワ 壮 周 辺 束 と きわ そう し ゅ う へ ん さん さく 歩 10 分 10>18 時 (10> 


塚 治虫 、 藤 子 不二雄 〇 、 藤 子 ・F・ 不 二 雄 、 石 森 章 太郎 、 赤 塚 不 。 3 月 は ご 17 時 )※ 入 館 は 義 

二 夫 ら が 青春 時 代 を 過ごし た 木造 2 階 建 て アパ ー ト 「 ト キワ 荘 」。 昭 時 の 30 分 前 まで @ 月 曜 ( 祝 
和 57 年 (1982) に 老朽 化 に より 解体 され た が 、 蹴 地 に は モニ ュ メ ント る htpey/wwwtoshme- 
が 立ち 、 周 辺 に は 漫画 家 ゆ か り の 地 が 残る 。 miraijp/tokiwaso 


oint 


アニ メ や ゲー ム 好 き の 
女子 向け サブ カル スポ ッ ト 


乙女 ロー 


ン シ ャ イン シテ ィ に 面 し た 全長 約 計 
200m の 広く 明る い 通 り に 、 女 性 を 言 』 
対象 に し た 漫画 や アニ メ 、 コ スプ レグ ッ ズ 
専門 店 な ど が 並ぶ 。 
2018 年 2 月 に 女 ゲ ー ム ユー ザー 向け の 
「 オ トメ イト ビル 」 が 新た に オー プン し た 。 
⑳JR・ 地 下 鉄 ・ 西 武 線 ・ 東 武 線 池袋 駅 か 


ら 徒 歩 8 分 


http://www.otomate.jp/otomate_building 


(オト メイ トビ ル ) 


s ト 2 竹 m 寺 吾 吉 間 ※ 


まち 歩き モデ ルコ ー ス 


剛 


④ トキ ワ 駐 通り お 休み 処 で は 、 ト キワ 荘 の 
部 屋 の 再現 展示 や ゆか り の マン ガ 作 品 を 読 
むこ と が で きる 


o っ 中 學 び の 入 へ は 民 志 まま 憎き 吐 記 還 革 し 立 9rYOOW 


or の 只 SS い 中 S 避 芸 . パ さき 如 本 民生 さき 史 計 芝 等 式 
。 ペ ーUS ぎ 中 r 普 古 W 当 嘩 吉 が は 履 肖 所 S 党 国 洋 や 避 鞭 沿 


日 の 場合 は 翌日 ) 


お と め ろ ど 


通り の ほど 近く に は 


し 』 に 
⑯ 女性 向け 専門 の 売り 場 が ある と ころ も 


所 要約 5 時 間 


葉 革 証 < 一 還 本 < 一 本 <ー 問 


赤 板 | 者 部 | 樋 | 者 東 | ゅ | 東 J | 田 | 」 4 。 
EEE 本 は 衣 4E 禁 EE EEG 対 相 
圭佑 三 | 二 | メ | の | メ 山 妥 山 計 山 暫 池 語 漁 さ 
溜 区 | 厨 電 厨 | 葉 | 碧 宙 電 篤 電 電 光電 2 
池 立 国 事 国 生田 業 童貞 | 森 占 生 凍 ま 士 ま 凍 手 1 美 凍 袋 葵 
公 郷 回 で 回 | 作 因 き で 〒 あ | そ き で 才 村 | 吉 で 疫 ド | 問 で 義 周 
園 二 高 29 日 | り | 日 本 30 代 | ら | 代 丁 15 負 | 記 | 畔 9 人 | | 袋 3 久 | 辺 

到 | 上 日 | り | 日 衝 田 | か | 田 日 端 | 中 | 端 袋 袋 名 

館 | 駅 地 駅 町 町 時 駅 

と | 屋 屋 駅 

駅 | | 駅 


[ ノー ス 地 区 ] 


(文京 区 ・ 北 区 ・ 荒 川 区 ・ 豊 島 区 ・ 板 橋 区 ) 


O 
U 
T 
S 
【 コ 


je へ ss 生 S こ さ 登 
、 対 回 双 ? 貴 性 油 


ゃ 
リ 
ルル 
6 


: 


oint 


人 る 「 弁 川 龍之介 田端 の 


家 復元 模型 | 書斎 部 分 
文豪 森 鳴 外 の 旧居 跡 に 立つ に 
滝 酒 な 記念 館 田端 の PE 
0 端 の 町 に 暮らし た 
ーー) 補 末 所 室 会 Rn 
文京 区 立 森 鳴 外 記念 館 文士 、 芸 術 家 た ち を 紹介 


ぶん きょう くり つも りお うがい き ね ん か ん 


跡地 に 建て られ た 記念 
館 。 原 稿 や 書簡 、 遺 品 
な ど 際 外 に 関す る 資料 
と ゆか り の 文学 者 な ど 
の 資料 を 収蔵 、 展 し ーー ここ mm 
て いる 。 庭園 を 眺め ら 美しい 旭 築 も 
れる カフ ェ や オリ ジ ナ みどころ 

ル グ ッ ズ も お 洒落 。 

人 文京 区 千駄木 1-23-4 拓 地下 鉄 千 
駄 木 駅 か 徒歩 5 分 人 W 通 常 展 : 一 般 300 円 ・ 
中 学生 以下 無料 介 10 こ 18 時 (最終 入館 は 
て 17 時 30 分 ) 第 4 火曜 (祝日 の 場合 は 翌日 ) 
http://moriogai-kinenkan.jp 


oint 


板橋 区 の 卿 土 の 歴史 を 学び 
自然 豊か な 公園 を 歩く 


知 ーー に (KN 
板橋 区 立 郷 土 資 料 館 と 
し ーー いさ 
赤塚 溜池 公 
いた ば し くり つき ょ うど し りょう か ん と あか つか た めい け こ うえ ん 
析 ・ 文 化 に つい て 展示 する 資料 
館 。 敷 地内 に は 江戸 時 代 後期 の 茅 茸 き の 
古 民 家 が 移築 され て いる 。 隣 接する 赤塚 溜池 
公園 は 約 200 本 の 梅 が 植 えら れ た 梅 の 名 所 。 
毎年 月 上 旬 に は 「 赤 塚 梅 ま つり 」 が 開催 され 
多く の 人 で 賑わう 。 
板橋 区 立 郷士 資料 館 
代 板 橋 区 赤塚 5-35-258 地 下 鉄 西高 
島 平 駅 か 徒歩 13 分 ⑳ 入 館 無料 仙 9 時 
30 分 て 17 時 (入館 は て 16 時 30 分 ) ⑮ 
月 曜 (祝日 の 場合 は 翌日 ) 
http://itabashi-kyoudo-museumjp 


移築 され た 古 民家 [I 旧 田中 家 住 宅 」 


TL ミコ 、 

田端 文士 村 記念 
た ば た ぶん し むら き ね ん か ん 
ーー 川 龍之介 、 室 生 主星 、 萩 原 期 太郎 、 区 
ブ ト 池 赴 、 堀 辰 礁 ら が 暮らし た 田端 の 町 。 
彼ら と 田端 に 住ん だ 芸術 家 の 功績 を 紹介 す 
る 記念 館 。 作 品 や 原稿 な どの 展示 の ほか 、 
研究 員 の 講義 と ガイ ド 付 き 散策 が 楽し い 
「 田 端 ひ と と き 散 歩 ] (年 8 回 開催 ) が 好評 。 
北 区 田端 6-1-2 伏 JR 田端 駅 か ら 徒歩 2 分 
入館 無料 介 10<17 時 (入館 は て 16 時 30 分 ) ⑲ 
月 曜 ( 祝 日 の 場合 は 火 ・ 水 曜 休 ) 、 祝 日 の 翌日 (祝日 
の 翌日 が 土 日曜 の 場合 は 翌 火曜 休 ) ーー 
人 https://kitabunka.or.jp/tabata | こ 8 ーー 
⑯ 映像 や 模型 も 魅力 の 常設 展示 ⑯ 入館 無料 で 見 学 で きる 


月 
ヨ 交 秋 * 


9 。 考 


吉村 昭 記念 文学 館 で は 、 
再現 し た 書斎 を 展示 


④ 子 ども 達 が 遊べ る スペ ー ス も 
あり 、 家 族 で 利用 で きる 


豊富 な 蔵書 と 充実 の 施設 で 読書 を 楽し も う 


ゆ し \ の 森 あ ら か わ 0 荒川 区 荒川 2-50-1@ 


60 万 冊 の 蔵書 規模 を 誇る 「 中 央 図書 館 」、 荒川 区 出身 の 小説 家 ・ 吉 村 者 芝川 ニ 目 駅 か ら す ぐ @ 入 
改 り 昭 の 作品 世界 に 触れ る こと が で きる 「 吉 村 昭 記念 文学 館 」、「 ゆ い の 森 人 
子ども ひろ ば 」 の 3 つの 機能 が 集まっ た ら 階 建て の 複合 施設 。 カ フェ 、 緑 https//wwwyuinomor. 


に 囲ま れ た テラ ス な どの 読書 スペ ー ス も 魅力 。 city.arakawa.tokyo.jp/ 


 「 板 橋 十 景 ] に も 選ば れ て いる oint 


一 葉 が 通っ た と いう 質屋 や 旧居 跡 な ど が 残る 


樋 口 一 葉 ゆ か り の 地 ひぐち いち よう ゆか り の ち 


小間 『 た け く ら べ ] で 知ら れる 明治 時 代 の 小説 家 ・ 樋 ロ ー 葉 旧居 中 

歌 人 の 樋口 一 葉 。24 年 間 の 短い 生涯 の うち 10 文京 区 本 郷 4.32・31 地下 鉄 
年 間 を 文京 区 本 郷 界隈 で 暮らし た 。 地 下 鉄 春日 駅 付 in 

R 問 = を 人 p://www.city.bunkyO. 
近 か ら 本 郷 三 ] 目 へ と 延び る 多 坂 周辺 に 、 樋 一 葉 jgjp/bunka/kanko/spot/ato/ 
旧居 跡 や 旧 伊勢 屋 質店 な ど ゆ か り の 地 が ある 。 ichiyo.html 


住宅 地 の 中 に ある 桶 ロ ー 葉 旧居 跡 
N 「  ! 邊 旧 


ー コ 


__  〔{〔〈 き 旭 
展望 ラウ ンジ の 西側 か ら は 富士 山 


(文京 区 ・ 北 区 ・ 荒 川 区 ・ 豊 島 区 ・ 板 橋 区 ) 


と 新宿 都心 が 見 え ーー 
NE 4 まち 歩き モデ ルコ ー ス 
弄 uu [ ノー ス 地 区 ] 


司 


ン 


kurashi/003/003812.html 
さ 軸 


ML 


久 願 い を 書い た 絵馬 を 
> 奉 綱 し よう 


了 ド 
ル R の 
ミ 三 | こ > を て 
ek っ tk 近 楽 
本 Point 江 W ーー し 上 し 人 
ー 無料 で 気軽 に 利用 で きる ん ? 
唐 都 心 の ビュ ー ス ポッ ト の 
上 上 es 最 
悪 緑 を 絶つ 名 所 文 束 シ ビッ クセ ンタ 見 近 と 
ーー へ 、 や で の ` 
緑 切 榎 展望 ラウ ンジ 尼 因 
@ え ん きり えのき ぶん きょう し っ くせ ん なー てんぽ 252 ん じ ー 羽 か の プー キー 
、 丁 戸 時 代 か ら 板 柄 宿 人 代表 する 名 所 京 シビ ッ ク セン ター の 25 階 、 高き 約 105m に "し Y 圭 
上 上 で 、 昌 中 山道 沿い の 商店 街 の 一 角 ある 展望 ラウ ンジ 。 東京 大 学 や 小石 川 植物 園 な 女 都 コ 
に 立つ 悪 緑 を 綴 ち 、 良 緑 を 結ん で く どの 文京 区 の 名 所 や 、 天気 の 良い 日 に は 新宿 部 や く 衝 シ 
れる と 信仰 を 集め て きた 。 縁 切 榎 の 立 や 富士 山 、 東京 スカ イツ リー"、 筑 波山 な ど が 望め 。 お に の ) 
つ 横 木 稲荷 神社 の 境内 に は 多く の 絵馬 る 。 誰 で も 無料 で 利用 で きる 穴場 の スポ ッ ト だ 。 乗 ッ 
泰 。 絵馬 は 近 人 文京 区 春日 1-16-21 83 地下鉄 後楽 園 駅 、 春 日 駅 か て に 
| 香合 ら 徒 歩 すぐ 9 時 ご 20 時 30 分 ⑯5 月 第 3 日 曜 牛車 挑 
ES 谷 至 で 放 BEs https://www.city.bunkyo.Ig.jp/bunka/kanko/ 還 窓 戦 N 
人 板橋 区 本 町 18-9 鐘 地下 鉄板 橋本 町 osusume/lounge.html カ の I ノ ジ 
駅 か 徒歩 5 分 摘 滞 
http://www.oity.itabashi.tokyo.jp/o- て 当 = と 
い を 2 
る 也 
め 
よ 
和 


現在 の 木 は 3 代目 
レ し ト ] 


9 QA 
で 荒 刀 2 
赤 |J 東 都 都 | つ 東 | 雑 サ S| J 都 | 緑 | 者 休 蘭 部 | 展 文 | | [5 二 、 寺 信 
羽 | 只 OO 名 9 OO 思 京 | r Pr 2SG 
3 人 電 フロ 都 フロ % 徒 タグ へ 埋 一 占 電 右 | フシ メ し N 

| 着目 13 代 量 人 1 前 ト | | 2 | 全 草 25 拉 | | 逢 14 目 ジ | 
時 日 R 田 暫 ーー 分 |60 鴨 ra ra セ デニ 
赤 昔 可 分 品 駅 分 ケ | フ Cl 駅 記 分 本 本 分 駅 | 、 
前 | | 絢 普 朱 林 苗 。 谷 | ム 展 Cl 駅 駅 分 企 | | 本 ン 
は 駅 還 活 町 史 望 り タ 
で 北 駅 
す 線 2 


ん 


文人 に 愛さ れ た 寺 と 坂 の 町 
懐か し く て 新しい 下町 散歩 


全 や ね せん 


"谷根 千 " と は 谷中 ・ 根 津 ・ 千 駄 木 の 3 


つの 町 を 合わ せ た エ リア の こと 。「 根 
津 神社 」 や 「 谷 中 霊園 」 の 参拝 や 「 谷 中 ぎ 
ん さ 商 店 街 ] で の 買い 物 、 お 洒落 な 店 が 
点 在 する 路地 裏 散 策 が 人 気 。 

[WW 谷中 ぎん ざ 

@9JR 日 幕 里 駅 か ら 徒歩 5 分 
http://www.yanakaginza.com 


_Point 


| 6 | 若者 を 中 心 に 再 注目 され る 
気取ら な い デ ィ ー プ な 町 


J @ あ か ば ね 
羽 を 舞台 に し た エッ セイ 漫画 が ドラ マ 化 

\ さ れ た こと で 全国 的 に 知名 度 を 上 げ 、 若 
者 に も 人 気 急上昇 の 町 。 駅 周辺 に は 庶民 的 な 
商店 街 が 密集 し て お り 、 安 く て お いし い 居 酒 
屋 や お 洒落 な ワイ ン バ ル な ど 、 バ リエ ー シ ョ 
ン 豊 富 な 飲食 店 が 軒 を 連ね る 。 
W JR 赤羽 駅 か の ら すぐ 
前 か ら 商 店 街 の アー ケー ド が 続く 


、 赤 密 は 暮 らし や すさ で 評判 の 町 
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VR コ ン テ ン ツ が 話題 の 遊べ る 体感 型 展 望 台 


IZVP/ へ | 


『\N 
@ す か さ ー 


ヽ 生 抜 2 


7 時 合 で 、 大 宿 型 の ライ ド で 飛行 体験 が で きる 
「TOKYO 弾 丸 フ ライ ト 」 や ブラ ン 


ー ラ イド 


ガラ ス 窓 の 直前 まで 行け る の 


[モザ イク SKY」 か ら の 眺望 し う 
「 人 


ぐ 迫 カ の MSA ライ ト 」 


2 5] 5 


ぐ 万 華 鏡 の よう な 
無限 スケ ー プ ] 


い | 1 で サン 人 


AP 人 の / 


ノシ ャ イン 


Im 枯 ⑧ 豊 島 区 東池袋 3-1 サン シャ イン シテ ィ サン シャ イ 
ン 60 ビ ル ・60 階 吟 JR・ 地 下 鉄 ・ 西 武 線 ・ 東 武 線 池袋 駅 か 
ら 徒 歩 8 分 全 入 場 大 人 1200 円 、 学 生 ( 高 校 ・ 大 学 ・ 専 門 学 
校 )900 円 、 子 ども ( 小 ・ 中 学生 )600 円 、 幼 児 (4 歳 以 上 ) 
300 円 但 10 こ 22 時 (最終 入場 は 21 時 ) ⑯ 無 休 
⑮https://sunshinecityJp 


| (し 
か す さん し ゃ いん ろく じゅ うてん ぽう だ い 


51m か ら の 都心 の 眺望 が 楽し め る 展望 


コ 型 の コー スタ 
で 池袋 の 街 を 駆け 抜け る 「 ス ウィ ング コー 


スタ ー」 な どの VR コ ン テ ン ツ が 人 気 を 集め て いる 。 


_Point 


授け 、 

ケ 谷 晃 子 母 神 堂 ] や 桜の 名 所 と し て 知ら れる 「 法 
明寺 」、 数 多く の 著名 人 が 眠る 「 雑 司 ヶ 谷 霊 園 ] な ど 
神社 仏閣 が 集まる 町 。 雰 囲 気 の 良い カフ ェ や 雑貨 店 
な ども 点 在 し 、 の ん びり 街 歩 き が 楽し め る 。 


駅 な 


http://www.toshima-mirai.jp/zoshigaya 
(雑司 が 谷 案内 処 ) 


@ と うき ょ うさ くら と らむ (と で ん あら か わせ ん ) 
ーー ノ 輸 橋 ~ 早 稲田 問 の 約 12km を 30 停 


ー 一 路面 


電車 。 か つて 東京 に は 4 1 系統 の 都電 が あっ 
た が 、 現在 は 荒川 線 の み が 残 る 。 電 車 に 乗っ て 、 の ん 
びり 車窓 の 風景 を 楽し む お の が お すす め 。 ま た 、 沿 線 に 
は 桜の 名 所 の 「 飛 鳥山 公園 ] や お ば あちゃ ん の 原宿 と し 四 
て 人 気 の 「 巣 鴨 地 蔵 通り 商店 街 ] な ど み どこ ろ も 多い 。 較 
⑱https://www.kotsu.metro.tokyo.jp/toden/( 東 京都 交通 局 ) 


伝統 文化 と 自然 が 残る 
ぶら り 歩 き が 楽し い 町 


ル k 
4 ) 谷 全 ぞ うし が や 


子育て の 神様 と し て 信仰 を 集め る 「 雑 司 


耶 下 鉄 雑司 が 谷 駅 ・ 都 電 雑 司 ヶ 谷 駅 ・ 都 電 上 鬼子 母 
か ら す ぐ 


東京 唯一 の 都電 に 乗っ て 
小さ な 旅 抽 分 を 満喫 


留 場 で 結ぶ 


SS さく ら 、 つ つじ 、 あじ さい 、 pa | 
人 葛 、 梅 の 花 を 愛でる まつ り も 


人 ぶ さん きょう は な の ご だ いま つり 


文京 区 に 季節 を 告げ る 、 播 磨 坂 の さく ら 、 根 津 神社 の 


023 の 3 3000 株 の つつ じ が 咲 
開花 期 に 合わ せ て 行わ れる 祭り 。 祭り に よっ て は 模 5 ンー が 
所 店 な ど さ ま ざま な イベ ント も 開催 され る 。 rd 


⑱http://www.b-kanko.jp/festival (文京 区 観光 協会 ) | 


: 亀戸 天神 社 藤 まつ り ( 江 東 区 ) 
: 畔 司 4 月 下旬 一 5 月 上 名 国 紹 亀 戸 天神 社 


: 藤 の 魅力 を 堪能 で きる 亀戸 天神 社 の 祭り 。 会 期 : 


中 は 藤 の ライ ト ア ッ プ も 。 


: 浅草 橋 紅 白 マ ロニ エ ま つり (台東 区 ) 1 


: 固 司 5 月 中 名 屋 』』 ヒ ュー リッ ク 浅草 橋 ビ ル 周 辺 


: 阿波 中 り パ レー ド や に ぎわ い 市 、 大 川 寄席 な ど : 


: 盛り だ くさ ん の 内 容 で 開催 。 
: 神田 祭 ( 千 代田 区 ) 


5 5 月 中 旬 ( 次 回 は 令 和 3 年 ) 国司 神田 明神 


: 神 尋 が 巡幸 する [神幸 祭 ] と 「 神 奥宮 入 ] で の 大 迫 : _ 
: 客 で 賑わう 。 夜桜 は 格別 の 美 し さ 。 


: 力 の 神 興 担ぎ は 必見 ! 


: 渋谷 ・ 鹿 児島 お は ら 祭 ( 滞 区 ) 
: 較 同 5 月 16 一 17 日 ( 令 和 2 年 ) 較 司 渋谷 道玄坂 、 文 化 


: 村 通 り 、 渋 谷 ハチ 公 前 広場 な ど 


: 渋谷 道玄坂 と 文化 村 通 り を 大 勢 の 踊り 手 が 舞 う 
: パレ ー ド に 興奮 問 違い な し 。 


: 三 社 祭 (浅草 神社 例 大 祭 ) (台東 区 ) 


: 回 司 5 月 第 3 金 一 日 曜 回 浅草 神社 と その 周辺 : 
: 約 100 基 の 氏子 衆 の 神 奥 が 、 掛 け 声 と と も に 浅 : : 
: 回 司 4 月 中 旬 一 下旬 (予定 ) 国 都立 石神 井 公園 と : 
: その 周辺 : 
: 練馬 区 の 2 大 祭り の ひと つ で 、 美 し い 装 束 に 身 : 


: 草 の 街中 を 練り 歩く 圧巻 の 祭り 。 
: 花 と 緑 の 井 草 祭り (杉並 区 ) 


: 選 5 月 下旬 (10 月 下 句 も 開催 図 司 杉並 区 立 井草 礎 公園 : 
: 杉並 区 内 で 緑 が 多 く 残る 井草 地域 で 、5 月 と 10 : 


: 月 に 開催 。 植 木 な どの 即売 会 も 。 


レン タダ ー 


7 人 
堀切 萬 蒲 園 で は 約 200 種 6000 株 、 水 元 公園 で 約 100 種 1 万 
4000 株 も の 花 間 清 が 見 られ る (写真 は 水 元 公園) 


(新宿 区 ) 
8 月 ( 令 和 2 年 は 未定 ) 明治 神宮 外苑 
約 1 万 発 も の 花火 が 夜空 を 飾る ピッ グイ ベン ト 。 
有料 会 場 で は 豪華 アー ティ スト の ライ ブ も 開催 。 


(杉並 区 ) 


国 8 朋 下旬 

国 JR 高円寺 駅 、 地 下 鉄 新高 円 寺 駅 周辺 

昭和 32 年 (1957) に 始ま り 、 毎年 100 万 人 近い 
見 物 客 が 訪れ る 阿波 踊り パレ ー ド 。 


(渋谷 区 ) 

国 記 8 月 下旬 ( 令 和 2 年 は 10 月 上 旬 予 定 ) 

国 原宿 、 表 参道 周辺 

よさ こい の 本 場 ・ 高 知 と 原宿 表参道 が 融合 。 
100 以 上 の チー ム が 演舞 を 披露 する 。 


: の 不忍 池 の ボ ー ト か ら 桜 を 眺め る の も 循 (写真 提供 : 台東 区 ) 


: 東京 スカ イツ リー タウ ン 

: ご い の ぼ り フ ェ ス ティ バル (黒田 区 ) @ 

: 国司 4 月 中 旬 一 5 月 上 旬 ( 写 

: 国司 東 京 ス カイ ツリ ー タ ウン @ 内 各所 ほか 

: 東京 スカ イツ リー タウ ン を 中 心 に 、 約 1500 匹 
: も の 色 あ ざ や か な こい の ぼり が 登場 。 


照 姫 まつ り (練馬 区 ) 


を 包ん だ 照 姫 行列 は 一 番 の みどころ 。 


※ 開 催 や 会 期 は 年 度 に より 異な り ま す の で 、 
お 問い 合わ せ の 上 お 出かけ くだ さい 。 


※ 雨 大 ・ 荒 天 時 は 日 程 が 変更 され る 可能 性 が あり ます 。 


(江戸 川 区 ) 
慌 7 月 ( 令 和 2 年 は 未定 ) 国 当 江戸 川 区 行 船 公園 
江戸 時 代 か ら 続く 金魚 の 養殖 地 ・ 江 戸川 区 で 、 
金魚 の 即売 や 金魚 すく いな ど 。 


(台東 区 、 墨 田 区 ) 
国 7 月 最終 土曜 ( 令 和 2 年 は 月 11 日 開催 予定 ) 
桜橋 下流 一 言 問 橋上 流 (第 一 会 場 )、 駒 形 橋下 流 
て 厩橋 上 流 ( 第 二 会 場 
合計 約 2 万 発 の 花火 が 東京 の 夜空 を 彩る 夏 の 風 
物 詩 で 、100 万 人 近い 人 が 訪れ る 。 


: 約 260 本 の 楼 が ライ ト ア ッ プ 。 


: 回 選 3 月 下旬 一 4 月 上 旬 回 上 野 公園 
: 800 本 も の 桜の 開花 時 に は 1 日 数 十 万 人 も の 花見 


東京 に は 、 四 季 を 、 活 気 を 、 体 感 で きる 祭り や イベ ント が 盛り だ くさ ん 。 
と っ て お き の 体験 を 求め て 、 さ あ 出 か け よ う ! 守 


: 赤塚 梅 まつ り (板橋 区 ) 

: 国司 3 月 14ー15 日 

: 回 赤塚 溜池 公園 ・ 赤 塚 城 電 
: 梅 の 名 所 を 舞台 に 和楽 器 の 演奏 や 戦国 絵巻 武者 : 
: 行列 な ど 多 く の 催し が 行わ れる 。 : 
: 千代 田 の さく ら ま つり (千代 田 区 ) 

: 国司 3 月 下旬 一 4 月 上 旬 国 』 千代 田 区 九段 南 2 丁目 

: 三 番 町 2 先 の 千鳥 ヶ 淵 緑 道 : 
: 桜の 名 所 ・ 千 鳥 ヶ 淵 緑 道 に に ソメイヨシノ な ど : 


うえ の 桜 ま つり (台東 区 ) ⑩ 


@ 空 に 舞う こい の ぼり を 見 に 還 
行こ う ! 


@TOKYO0-SKYTREETOWN 


(葛飾 区 ) 

6 月 上 旬 一 中 名 国 当 堀切 萬 蒲 園 、 水 元 公園 
江戸 名 所 の ひと つ ・ 堀 切 昔 蒲 園 や 水 元 公園 で 、 
満開 の 花 萬 蒲 に 癒さ れ た い 。 

(千代 田 区 ) 
6 月 上 旬 一 中 旬 国情 日 枝 神社 
日 本 三 大 祭 の ひと つ 。 期間 中 は 、 稚 児 行列 や 神 
楽 雌 子 な ど バ ラ エ ティ 豊か な 行事 を 多数 開催 。 


下町 の 代名詞 ・ 浅 草 周辺 の 夜空 に 大 輪 の 花 が 咲く 


n※ 


開運 招福 や 商売 繁盛 を 願う 飾り 熊手 の 市 が 立つ 
ほか 、 名 物 の 見 世 物 小屋 の 興行 も 。 


(文京 区 ) 
国 11 月 中 旬 -12 月 上 名 国 滞 六 義 園 
元禄 15 年 (1702) に 造ら れ た 回 遊 式 築山 泉水 許 
園 の 紅葉 が ライ ト ア ッ プ され 、 幻 想 的 。 
( 港 区 ) 
慌 還 11 月 下旬 一 12 月 上 旬 国 明 治 神宮 外苑 
約 300m 続 くい ちょ う 普 木 を ぬけ た 先 に 、 グ ル 
メ 屋 台 や 特産 品 の 販売 ブー ス が 並ぶ 。 


夜間 の ライ ト 
アッ プ も 見 事 


疾 ぐ 江戸 其 を 代表 
| する 名 庭 で 紅葉 
に 人 を 楽し も う 


(中 央 区 ) 
屋 引 10 月 19・20 日 国宝 田 恵 比 寿 神社 と その 周辺 
べつ っ たら 漬け な ど を 売る 400 を 超え る 露店 が 、 
宝田 恵比寿 神社 を 中 心 に ずら り と 並ぶ 。 


(千代 田 区 ) 
屋 呈 10 月 下旬 一 11 月 上 旬 国司 神田 神保 町 古書 街 
古書 の 街 最 大 の イベ ント 。 靖国 通 り に は 書棚 を 
並べ た 「 本 の 回 廊 」 が 登場 ! 


(新宿 区 ) 
11 月 の 画 の 日 花園 神社 


(豊島 区 ) 
国司 9 月 下旬 (前 半 )、10 月 上 旬 ( 後 半 ) 
国 池 袋 駅 西口 駅 前 、 池 袋 西口 公園 ほか 
9 月 は 壮大 な [「 御 興 の 祭典 ]、10 月 に は 「 踊 り の 祭 
典 ] と 、2 回 に 分 け て 開催 。 


(品川 区 


ペン 


国語 9 月 最終 土 ・ 日 曜 

国 引 旧東 海道 (q 品 川 に 南 品川 周辺 ) 

東海 道 の 宿場 町 ・ 品 川 宿 で 、 お いら ん 道中 や 江 
戸 風 俗 行列 な ど 催し 物 満 載 ! 


(台東 区 ) 
国選 10 月 上 旬 
谷中 地区 (防災 広場 「 初 音 の 森 」 ほ か ) 
下町 の 面影 を 残す 街 を 舞台 に 、 ス テー ジイ ベン 
ト や スタ ンプ ラリ ー な ど 多 彩 な イベ ント を 開催 。 


(目黒 区 ) 
国 軸 10 月 上 旬 国 』 自 由 が 丘 駅 前 
街 の 魅力 を 堪能 で きる 、40 年 以上 続く 人 気 イ ベ 
ント 。 人 気 ア ー テ ィ ス ト の ライ ブ も 開催 。 


(大 田 区 ) 
国 半 10 月 11 一 13 日 国 当 池上 本 門 寺 
12 日 の 「 万 条 練 供養 ] に は 全国 か ら 約 30 万 人 の 
参 語 者 が 訪れ る 。 


東京 23 区 の 祭り & イ ベン 


久 


節分 祭 豆 まき 式 (千代 | 
回 司 2 月 3 日 国 引 神田 明神 

| 赤 鬼 や 青 鬼 、 だ いこ く 様 、 年 男 ら の 行列 の あと 
: に 、 ゲス ト の 著名 人 が 豆 まき を 行う 。 

* さ の お 

: 素 蓋 雄 神社 桃 ま つり (荒川 区 ) 


) 


6 2 月 下旬 一 4 月 上 旬 国 呈 素 蓋 雄 神社 


: 境内 に 咲き 誇る 紅白 の 桃 の 花 を お 供え と し て 、 
: 奉納 され た 3000 体 近い 雛人形 が 飾ら れる 。 


: 港 区 ワー ルド フェ ステ ィ バ ル ( 港 区 ) 
: 國 司 1 月 中 旬 ー3 月 下旬 較 引 港 区 内 各所 


日 本 一 大 使 館 の 数 が 多い 港 区 で 、 各 国 の 魅力 を 


: 感じ られ る イベ ント 。 


: 西新 井 大 師 だ る ま 市 (足立 区 ) 

: 還 避 1 月 21 日 国 西 新井 大 師 

: 毎月 21 日 の 縁日 の な か で も 1 月 の 縁起 の いい 「 初 
: 大 師 ] に は 、 境 内 に だ る ま 市 が 立つ 。 


約 60 万 球 の 明か り が 渋谷 の 科 を 青く 染め 、 幻 想 的 な 光景 


: 青 の 洞窟 SHIBUYA (渋谷 区 )⑨ 

: 国選 11 月 下旬 12 月 末 ( 渋 谷 公園 通り は 1 月 中 旬 ) 
: 国 代々 木 公園 、 渋 谷 公園 通り 
: 代々 木 公園 ケヤキ 並木 か ら 渋谷 公園 通り まで の : 
: 約 800m を 青 一 色 で ライ ト ア ッ プ 。 
: 世田谷 の ボロ 市 (世田谷 区 ) 
: 国 同 12 月 15・16 日 (1 月 15 ・ 16 日 も 開催 ) 

: 国司 世田谷 一 丁目 「 ボ ロ 市 通り 」 と その 周辺 5 
: 安土 桃山 時 代 発祥 の 歴史 ある 市 で 、700 以 上 の : 
: 路 店 が 並び 、 多 く の 人 出 で 賑わう 。 
: 王子 狐 の 行列 ( 北 区 ) 

: 較 選 12 月 31 日 一 1 月 1 日 

: 国 装 束 稲荷 、 王 子 稲荷 神社 も 
: 古く か ら の 伝承 を 引き 継ぎ 、 狐 に し た 行列 が : 
: 大 星 日 の 晩 か ら 初 語 を 行う 幻想 的 な 祭り 。 : 


除夜の鐘 (新井 薬師 梅 照 院 ) (中 野 区 ) 


: 回避 12 月 31 日 1 月 1 日 還 』 新井 薬師 梅 照 院 


目 の 仏 様 と 親しま れる 寺院 で 、 除 夜 の 鐘 を 打つ : 
こと が で きる 。 


: 初 譜 (明治 神宮 ) (渋谷 区 ) 
: 国司 12 月 31 日 ご 1 月 4 日 まで 参拝 時 間 下 長 

: 回 明治 神宮 

: 初 語 者 数 は 三が日 で 300 万 人 以上 。 大 了 日 か ら 
: 元 且 は 終夜 お 参り が で きる 。 


Oo で 人 べろ な 5 


コレ 。 和 和風 に も 洋風 
に も アレ ンジ OK 


(あぁ だ 


ノ JN の 


個性 豊か な 
下町 の ソウ ルフ ー ド ! 


島 も ん じゃ 


つき し ま も ん じゃ 
町 の 子ども 達 の お や つと し て 親 し 
まれ 、 今 や 観光 の 目玉 に な っ た 月 
島 の も ん じゃ 。 月 島 駅 周辺 に は 80 以 
上 の も ん じゃ 店 が 並び 、 そ れ ぞ れ 自 慢 
の メニ ュー を 提供 。 ア ツア ツ の 鉄板 で 
カリ っ と 焼い た も ん じゃ は 至福 の 味 ! 
会 03-3532-1990 
(月 島 も ん じゃ 振興 会 ) 


小松 菜 を 練り 込ん だ ご 当地 麺 は ツル ッ と お いし いい 計 還 村 - 
= で am ゃ 9 / AA クン クィ や で" 
だ ち 菜 うど ん 2 

戸 時 代 よ り 生 鮮 野菜 の 生産 が ! ング の ング 『 を We 
盛ん な 足立 区 の 新 名 物 。 都 で の / ツキ 
3 生産 量 第 2 位 を 誇る 小松 菜 の フ レ \\ レジン 
禄 ツ シ ュ な 風味 と 、 つ る つる っ と し ア 
8 た 食 感 が good! 乾麺 の うど ん や 
記 バス タ は JA 直売 所 あだち 菜 の 和 郷 
』 な ど で 販 売 し て いる 。 


Ss://adachina.tokyo 
うど ん 学会 HP) 


江 


htt 
ち 


mn:0 グ プス 


ざき れい な グリ ー ン の 麺 は 
小松 菜 の 風味 が 活き る 


お や つ 代 わり に も ん じゃ を 
食べ て 育つ の が 荒川 区 と か !? 


へ 


焼き 方 は あな た 次 第 ! ん じゃ 発祥 の 地 と いわ れ 、 約 60 軒 の も ん じゃ 店 が あ 


も ん じゃ を 自由 に 楽し も う る 荒川 区 。 意 外 に も 作り 方 に ルー ル は な く 、 土 手 を 作 
に ふ 。、 る ・ 作 ら な い は 店 舗 そ れ ぞ れ 。 区 内 も ん じゃ 店 な ど で 「 あ 
の か わ も ん じゃ ら か わ も ん じゃ まっ ぷ ] を 配布 し て いる 。 
2 司 * 5himawari.com@gmailcom 
大 田 区 に ゆか りあ る 
10 の 具 材 を 盛り 込ん で 
少 焼き そば 
田 : ば 
お お た し お や き そ ば 


田 区 の 区 花 ・ 梅 の 実 や 区 の 名 | 
産 ・ 大 森 海 苔 な ど 、 大 田 多 に 半 計 褒 ょ ak 
ちな ん だ 具 材 を 盛り 込み 、 特 製塩 へ 7 
ダレ で 仕上 げ る ご 当地 メニ ュー。 "テー タ 、。 
区 内 を 中 心 に 、1 5 の 飲食 店 で 提 * と 
供し て いる の で 食べ 比べ も 楽し い 。 講 甘 
合 03-3762-0212 F( 


の 5 」 
(大 田 まち 活 ネッ ト 事 務 局 ) nm へ 
@ 海 に 近い 大 田 区 を 表現 
、 


し て アサ リ や 桜 エ ビ も 使用 


買っ て 楽し む 東 京野 菜 


「 東 京 農 業 ] の イメ ヌー ジ を 首 す 、 伝 統 野 菜 や 
加工 品 を ご 紹介 ! 江戸 の 人 々 の 食卓 に 上 っ た 
歴史 ある 食材 も 要 チ ェ ッ ク 。 


: 害 練馬 野菜 ぎょ よう ざさ spuswassss 
内 生産 量 No. 1 を 誇る 練馬 区 の キャ ベツ 
を 使っ て 作ら れる 「 練 馬 野 菜 ぎ ょ うさ ざ 」。 
シャ キシ ャ キ と し た キャ ベツ と ジュ ー シ ー な 
肉汁 と の 組み 合わ せ が G。 
会 03-5910-3066 (JA 東京 $ お ば 地域 興部 ) 


亀戸 大 根 か めい ど だ いこ ん 
久 年 間 (1861 こ 1864) に 江東 区 で 栽培 


上 ョ ンク の ーー 


< ご 
ン 


(NPO 法 人 寺島 ・ 玉 ノ 井 まち づく り 協 議会 事務 局 ) 


伝統 小松 菜 ec4cscs っ ょ 

く 戸川 区 で 発祥 し 、 徳 川 吉 宗 が 名 付け 親 と 
ん 上 伝わる 伝統 小松 菜 は 、 一 般 に 流通 する 交 
配 種 と 違う 昔 か ら の 固定 種 。 旬 を 迎え る 冬 は 
特に 美味 で 、 毎 年 1 月 に 「 小 松 菜 まつ り 」 を 開催 。 
会 03-5680-5550 (JA 東京 スマ イル ) 


oyw ご 肖 R 硬 朋 S 史 や 避 ボス 


e 補 毅 上 「S み ピ 


が 始ま っ た 和 亀戸 大 根 は 、「 妃 の 大 根 」 と 呼 江戸 時 代 の 泊 灯 の ご 
ば れる 伝統 野菜 。 現在 は 江戸 川 区 や 偶 飾 区 の 日 常食 を 今 に 伝 える 介 間 
数 軒 の 農家 で 栽培 。 収 穫 時 期 は 1 0 月 中 旬 ~ vm 出 地 の 
4 月 中 旬 。 と 川 め し ふか が わ め し 6 人 
E -j j ーー な ユ 
4 、 ギ と 生 の アサ リ を 味噌 で 煮立て て ご 飯 に か けた [深川 めし 」 は 、 街 ] や 
イ 農林 水産 省 導 土 料 理 1 00 選 の ひと つ 。 江戸 時 代 に 漁師 に 愛さ を 人 
半生 症 寺島 な す eee+ れ た この 料理 は 、 ア サリ の 滋味 と や わら か な 味噌 の 風味 が 絶品 ! いい を 
こ 田 区 東向 島 (旧名 寺島 ) で 元禄 年 間 万 4info@fukagawameshi.COm (深川 めし 振興 協議 会) 東 使 
震 つ 
2 (1688~1704) か ら 栽 培 さ れ て いた を た 
「 寺 島 な す 」 は 関東 大 震 災 後 の 宅 地 化 で 姿 を 消 ーーー 地 共 
し 、1 0 年 前 に 復活 。 地 元 の 人 々 が 創り 出し r の 
た 「 た も ん じ 交 流 農園 」 で も 栽培 が 始ま っ た 。 人 電 
合 090-3222-2688 お や 
音 
か 
ら 
親 
四 
ま 
れ 
で 
き 
7 だ 


千住 ネギ ssxssg 
住 に ある 日 本 唯一 の ネギ 専門 市 場 で 、 基 
商 と 言わ れる 流通 業者 の 目 に 適っ た 最高 時 本 2 
級 の 長ネギ を [千住 ネギ 」 と 呼ぶ 。 火 を 通す と バラ エ テ ィ 豊 か な 6 


5 お で ん で 温 ま ろ う 
と ろり と 甘く 、 緑 の 部 分 は 薬味 に も 最適 。 お で ん を 食べ た いな ら 
人 03-3880-5866 (足立 区 農 業 委員 会) ュ コ 区 お で 上 
| 4 の 邊 る ) 食材 の うま 味 が 詰まっ た 


きた く お で ん も ん じゃ に ハ ガ ン を 持つ 手 が 
明代 人 00 止ま ら 5 な い ! 
し て 栄え た 北 区 で は 、 労 働 
者 た ち に 安価 で 楽し め る お で ん 
が 好ま れ 、 多 数 の お で ん 屋台 が 
繁盛 し て いた 。 そ ん な 区 の 味覚 
の 代表 ・ お で ん を 街 ぐ る み で 
PR 中 ! 店 ご と の ダシ や 具 の 違 
い を 食べ 比べ よう 。 
容 03-3913-3000 
(東京 商工 会 議 所 北 支部 ) 


まだ 3 の 20 / 


京 の ラー メン 激戦 区 ・ 荻 窪 

の ラー メン 、 羽 根付 き 餃子 
の 発祥 地 ・ 蒲 田 の 餃子 、 相撲 の 
街 ・ 両 国 の ちゃ ん ご 鍋 な ど 、 街 日 本 最 古 の 本 
の 歴史 と あわ せ て 各地 の グル メ 仙 商 王宮 
を 楽し みた い 。 江 戸 時 代 に 中 央 ヒー ルー 
区 個 で 生ま れ た 個 煮 や 、 品 川 生 
まれ の 品川 除 ビ ピー ル は 手みやげ 会 050-3740-9054 
に お すす め ! (品川 株 式 会 社 ) 
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: e ーー 
二 地域 産業 の 多様 な 特色 を 生か し た 
ー 『 族 業 集 積 
ニー) マ 
: | 
| 23K に は 歴史 ・ 文 化 や 地域 次 泊地 理 的 な 特性 な ど 、 
独自 の 強み を 生か し た 産業 集積 が 数 多く あり ます 。 
企業 や 人 々 が 同じ 地域 に 集まる こと で 交流 や 連携 、 
コミ ュ ニ ティ が 生ま れ 、 地 元 商工 業 の 中 心 と し て 
今 な お 発展 を 続け て いま す 。 
9 高い 技術 で 日 本 の 
製造 業 を ささ える 
・ 京 23 区 に は 、 さ ま ざ ま な 製造 業 が ある 。 時 
5 田 区 は も の づく り の 街 と し て 知ら れ 、 織 . 産 
業 を は じ め 、 金 属 ・ 機 械 な ども あり 、 製 造 業者 数 
も 多い 。 台東 区 で は 靴 、 カ バン 、 ベ ルト な ど 、 フ 
ァ アッ ショ ン 性 の 高い 製品 が 生産 され て いる 。 ま た 、 
京浜 工業 地帯 の 発祥 地 で ある 品川 区 は 、 古 く か ら 電 気 ・ 機 械 分 野 で 高い 技術 力 を 診 
る 工業 集積 地 。 大 田 区 は 、 高 い 技 術 力 を も つ 機械 金属 等 の 加工 が 際立っ て 多く 、 一 
般 機 械 器具 、 金 属 ・ ブ ラス チッ ク 製品 等 を 行う 小 規模 業者 が 集積 する 。 板橋 区 は 、 
戦後 、 平 和 産 業 に 転換 し た 精密 ・ 光 学 機器 や 、 都 心から 移転 し て きた 印刷 関連 産業 
な どの 工業 集積 が 形成 され 、 都 内 で も 有数 の 工業 の 盛ん な 地域 で ある 。 足立 区 、 葛 
飾 区 は と も に 、 小 規模 の 製造 業者 が 多く 、 地 域 産業 社会 を 形成 し て いる 。 
水辺 観光 
品川 区 
京都 の 伝統 工 革 品 、 国 の 伝 。。 宿 区 歌舞 伎町 、 港 区 六本木 
統 的 工 革 品 に 指定 され て い 記 時 っ Wo は 、 日 本 有数 の 歓楽 街 。 さ 
3 る 江戸 切子 は 、 江 東 区 を 中 心 と swegi ま ざ ま な ジャ ン ル の 飲食 店 、 エ 
上 人 し た - 円 で 制作 され て お り 、 江 『・ 還 度 本 am ンタ ー テ イン メン ト 施設 な ど が 
戸 切子 協同 組合 の 組合 員 が 作成 還 議 記 電 2 。 W 集まり 、 国 内 外 を 問わ ず 、 旅行 
( し た 製品 に し か 「 江 戸 切子 | を 使 議 3 還 請 訟 : 、 県 者 に も 人 気 の エリ ア だ 。 ま た 、 
用 する こと は で き な い 。 美 し さ SW hh、 豊島 区 池袋 は 、 複 数 の 鉄道 路線 
と 品質 を 保ち 、 江 戸 切 子 の 伝統 2 語 記 が 集まり 、 駅 の 乗降 者 数 が 多い 
を 守り 、 事 業 を 保全 する 取り 組 壮 軸 |" と と も あり 、 駅 周辺 を 中 心 に 、 較 議 
み が 行 われ て いる 。 の 江戸 切子 ショ ュー ル ー ム (ーP12) 賑やか な エリ ア が 広がっ て いる 。 の 夜 も 賑わう 池袋 の 本番 和 
揚 HH 全 HHHHHHHHEHHHHHHHHHHHEHHHEHHHEHHHEHHHHHEHHEEHHH ま HH 


板橋 E 半 請 二 
ーー 


本 の アニ メー ショ ン 発 祥 の 地 で あ 
る 練馬 区 、 多 く の ア ニ メ ス タ ジ オ 
が ある 杉並 区 、 東 映 ア ニメーション 本 
社 が あり 、 中 野 ブ ロー ドウ ェ イ な ど サ 
ブ カ ル 文化 発信 地 が ある 中 野 区 に 、 ア 
ニメーション 産業 が 集積 し て いる 。 練 
馬 ア ニ メ カ ー ニ バル や 、 中 野 x 杉 並 ア 
ニ メ フ ェ ス タ な ど 、 さま ざま な イベ ン ⑯ 艇 並 ア ニメーション ミュ ー ジ アム 
ト も 開催 され て いる 。 (ご P14) 


ロ 
ロ 
で * 


NN TO 
方 面 か ら 軍 用 通信 関連 機器 が 運ば 
れ 、 電 機工 業 専門 学校 ( 現 ・ 東 京 電機 
大 学 ) の 学生 向け に 販売 する 露店 商 が 
集積 し た こと を 機 に 、 大 手 家電 店 も 出 
現し 、 形成 され た 。 一 時 郊外 型 電気 店 
に 押さ れ た 時 期 も あっ た が 、 時 代 に 合 
わせ て 、 ア ニ メ 、 ゲ ー ム 、 コ スプ レ な 拭 か 1 
どの 店 舗 も 出現 し 、 産 業 集積 地 と し て 語 ほ 雪 
賑わい を 見 せ て いる 。 ⑯ 秋 葉 原 の 歩 生 


@* ら 


20 
次 いで 世田谷 区 。 両 区 と も 区 民生 活 と 融合 し 
た 都市 型 農業 を 展開 し て いる 。 小 規模 経営 の 農家 
が 、 多 品目 を 少量 生産 し 、 農 家 の 個人 直売 所 や 
JA の 共同 販売 所 な ど で 販 売 す る 「 地 産地 消 ] が 主 
流 。 練 馬 大 根 な どの 伝統 野菜 や 、 地 元 で と れ た 野 
菜 を ブラ ンド 化し て 、 販 売 し て いる 。 


小売 
(古着 ) (アン ティーク ) …. 也 


黒 通 り 治 い の 一 部 は 、 通 称 イ ン テ リ ア 
通り と よ ば れ 、 デ ザイ ン 性 の 高い 家具 
を 販売 する ショ ッ プ が 集まり 、 お し ゃ れ な 


産業 集積 地 と し て 親しま れ て いる 。 ま た 、 
杉並 区 高円寺 に は 古着 店 が 集まり 、 杉 並 区 
西荻 窪 に は アン ティ ー ク ショ ッ プ が 点 在 し 
て いる 。 西 荻窪 周辺 は 、 か つて 軍人 が 暮 ら 
し て いた 大 き な 屋 敷 が 手放さ れ て いく な か 、 
不要 に な っ た 家具 が 多く 出回り 、 古 物 商 が 
集まっ て きた と いわ れ て いる 。 


軸 広がる 練馬 区 
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の 
すご か っ た の ? 
農家 の 出身 だ っ た が 騰 す る こと 
な く 上 部 に 意見 を 言い 見 い だ さ 
れ た 。 理財 の 才能 を 活か し 、 異 
国 の 情報 も る 遮断 せ ず に 学び 、 後 
に 活用 し た 。 個 々 の 力 を 合わ せ 
運営 する 合 本 組織 を 軌道 に 乗せ 、 
民間 の 経済 力 を 強め た 。 


渋沢 可 一 生地 
栄一 が 誕生 し た 
血 洗 島村 。 生 地 
に は 妹 夫妻 が 建 
て た 旧 渋 沢 邸 
「 中 の 家 ( な か ん ち )」 が 残る 。 一 も 
生前 、 頻 繁 に 立ち 寄っ て いる 。 
埼玉 県 深谷 市 血 洗 島 247-18JR 
深谷 駅 か ら 車 で 20 分 信 048-587-1100 
(渋沢 栄一 記念 館 ) 人 9 こ 17 時 (入場 は 16 
時 30 分 まで ) ⑯ 年 末年 始 介入 館 無料 


日 本 の 国 は も う 
大 丈夫 で す よ ! 
西 卿 さん 


@ 鹿児島 に 戻っ た 西郷 、 実 
業界 へ 転じ た 渋沢 。 と も に 
犬 好き 。 近 代 日 本 に か けが 
え の な い 2 人 だ っ た 。 


詳細 は 東京 商工 会 


較 | どの ぐら い の 会 社 を 
^ 作っ た の ? 


日 本 初 の 民間 銀行 「 第 一 国立 銀 
行 」 を 始め と し て 、 創 立 また 
は 、 設 立 ・ 育 成 に 関わ っ た 企業 
は 約 500 と いわ れる 。 王 子 製 
紙 、 東 京 石川 島 造 朋 所 、 東 洋 編 
績 、 帝 国 ホ テル な ど 、 日 本 を 代 
表す る 企業 に 育っ た 会 社 も 多い 。 


渋沢 栄一 宅 跡 
明治 9 年 (187 晶 、 
6) か ら 住ん だ 
旧 深 川 福住 町 邸 
宅 跡 と し て 残り 、 講 疲 
案内 板 が 立つ 。 当 時 は 深川 区 で 、 深 
川 を 愛し た 渋沢 栄 一 は 同 区 会 議員 を 
15 年 に わた り 務 め た 。 


人 江東 区 永代 2-37 鐘 東京 メト ロ 
門前 仲町 駅 か ら 徒歩 5 分 見学 自 由 


ア 。 新政 府 の 


一 要職 に つく 西郷 


新政 府 で 西郷 隆盛 は 陸軍 
大 将 を 務め 、 渋 沢 果 一 は 大 
蔵 省 へ 。 新 政府 は 当時 、 財 
政 難 に 苦し ん だ 。 


。 池 国生 刺 咽 芋 注 
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宛 9) み 元 3 6 4 11 
年 年 年 年 年 年 年 年 
徳 慶 一 立 横 家 従 

維 ス 鹿 幕 徳 慶 一 立 横 家 従 市 2 
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ラ 窒 吉 征 る 岡 面 居 養 全 れ 邊 
ン 使 徳 実 円 を 留 生 光る 洗 
ス 節 川 大 四 中 地 ぶ る “ 伺 
か 訪 将 郎 目 の 撃 村 
5 寺 上 区 と 邦生 自 
帰 牙 と の 京 補 に 籍 現 
国 反 な 緑 都 ミ 励 條 P 
和 HU 唐 0 CRE ささ 
静 い く 。 会 向 紀 @ き 寺 
岡 フ 栄 うか 計 習 県 
se う 深 
四 計 光生 28  " 谷 


湊 沢 宮 一 を 知 ろ う ! 
| て 


2 

0 どん な 人 ? 
徳川 鹿 喜 に 仕え ん 、 そ の 後 、 幕 臣 
と な り フ ラン ス へ 行く 。 維 新 後 
は 明治 政府 で の 勤め を 経て 実業 
界 に 転身 し た 。 資 本 を 出し 合 
い 会 社 を 作る と いう 合 本 組織 
(株 式 会 社 ) と いう 考え 方 を 広め 、 
日 本 の 近代 経済 の 基礎 を 築い た 。 


ゆか り の 地 ・ 建 物 
銀行 発祥 の 地 
渋沢 栄一 が 中 必 
と な り 創設 し た 
日 本 初 の 近代 的 人 
な 銀行 「 第 一 国人 
立 銀行 」。 跡 地 に 立つ みず ほ 銀 行 5 
町 支店 に 、「 銀 行 発祥 の 地 」 の 銘板 と 
展示 パネ ル が 掲示 され る 。 


中 央 区 日 本 橋 史 町 4-3 鐘 東京 メ 
トロ 茅場 町 駅 か ら 徒歩 3 分 人 @ 見 学 自由 


渋沢 栄一 と 西郷 隆盛 の 物語 


オハ ン 、 豚 は イ ウ ゥ ウス カン 
(気に入ら な い ) と ? 


向かう 渋沢 西郷 


議 所 HP(https://www.tokyo-cci.or.jp/shibusawa) ま で 


人 成 辰 戦争 の 時 に は 渋沢 栄 
ー は フラ ンス 滞在 中 。 新 政 
府 に 呼び 戻さ れ 、 し ば らく 
後に 静岡 落 で 働き 始め た 。 


人 西郷 隆盛 と の 最初 の 出 会 
い は 、 渋沢 栄一 が 24 歳 の 
時 。 一 橋 慶 喜 ( 後 の 徳 川 鹿 
喜 ) の 家臣 と し て 面談 し た 。 
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アー 
組 0000 舞 42 


軸 は の 


提供 ・ 財 務 省 32 


渋沢 史料 館 は 2020 年 3 月 27 日 まで リニュ ー ア ル 休 館 中 
(2020 年 3 月 28 昌 リニュー アル オー プン 予定 ) 


旧 邸 跡地 に 設け られ た 博物 館 
栄一 の 功績 を 展示 ・ 収 蔵 する 


7 渋沢 史料 館 し ぶさ わし りょう か ん 

「 渋 沢 史料 館 」 は 渋沢 栄一 の 生涯 と 事績 を 伝え る 
博物 館 。 旧 渋沢 邸 貴 地 を 利用 、 飛 鳥山 公園 の 緑 
に 包ま れ て 立つ 。 本 館 に は 多く の 資料 を 収蔵 ・ 
公開 する 展示 室 や 閲覧 コー ナー な ど が ある 。 さ 
ら に 「 晩 香 應 」 や | 青 淵 文庫 」 ( 両 施設 と も 国 指定 
重要 文化 財 ) を 保存 、 公 開 、 活 用 し て いる 。 

人 北 区 西ヶ原 2-16-18JR 王 子 駅 南口 改札 か ら 徒 歩 5 分 
5 10~17 時 ( 晩 香 應 と 青 淵 文庫 は 10 時 <15 時 45 分 )⑮⑬ 
月 曜 (祝日 ・ 振 替 休日 の 場合 は 開館 ) 祝日 の 代休 年 末年 
始 ・ 臨 時 休館 日 あり 人 入館 料 300 円 
会 03-3910-0005 
https://www.shibusawa.orjp 展示 室 で は 小沢 栄 


上 晩 香 應 ば ん こう ろ 

晩 香 應 は 渋沢 栄一 の 喜寿 (7 7 歳 ) を 祝 
い 大 正 6 年 (1917) に 清水 組 か ら 贈ら 青 圭 油 文庫 

れ た 洋風 茶室 。 丈 夫 な 栗 材 を 使用 、 家 介 \ い えん ぶん こ 

具 や 調度 品 、 天 井 の レ リー フ な ど 細 部 80 歳 と 子 に 昇格 し た お 祝い に 大 正 
に 凝っ た 当時 の 建築 美 が 凝縮 され る 。 14 年 (1925) に 建て られ た 書庫 で 、 接 


客 の 場 と し て 使わ れ た 。 青 淵 は 渋沢 栄 
ー の 雅号 で ある 。 家 紋 の 柏の葉 を デザ 
イン し た ステ ンド グラ ス が 美しい 。 


と の の ググ 2 レレ 2 


G 緑 に 包ま れ た 渋沢 史料 館 の 本 館 


知れ ば 知る ほど 
渋沢 栄一 の 魅力 に 
引き 込ま れ ま す よ 


人 き 選 
渋沢 史料 館 副 館長 
桑原 功 一 きん 


る こと が で きる 。 


また 2019 年 11 月 府 関係 者 か ら の 手紙 ] を 企画 展示 


さ @ オ リ ジ ナ ル ・ 
シー ル ( カ ラー) 
120 円 


史料 館 本 館 で は オリ ジ る る 
ナル グッ ズ を 豊富 に 品 
揃え 。 多 く の 会 社 を 伸 人 際 議 較 燈 リップ csoo 
り 、 育 て た 渋沢 栄一 の 円 ブックマーク 
グッ ズ だ け に 、" 霊 験 あ 300 円 
ら た か "? 愛らしい 
栄一 の イラ スト 入り シ 
ー ル も 人 気 上 昇 中 だ 。 


⑱ オ リ ジ ナ ル ・ マ スキ 
ング テー プ 各 200 円 


若い ころ か ら 洋 食 に 馴れ 親しん で いた 浅 沢 栄一 。 当 時 か ら 続 く 老舗 で は 、 栄 一 が 親しん だ 料理 が 今 も 気軽 に 味わえ る 。 


上 野 精 矯 軒 aso。 


渋沢 栄一 が た び た び 会 食 に 訪れ た 上 野 精養軒 。 明 
治 5 年 (1872) に 築地 の ホテ ル と し て 創業 、 明 治 ーー 
9 年 (1876) に 不忍 池 の ほ と り に 上 野 精 養 軒 が 問 
業 し た 。 フ ラン ス 料 理 の 草分け の 味 を 堪能 し た い 。 語 
台東 区 上 野 公園 4.583JR 上 野 駅 か ら 徒歩 5 分 

会 03-3821-2181 https://www.seiyoken.co.jp 


昔ながら 6 の 
ビー ラジ ラ た = 一 
2480 円 
伝統 の ドミ グラ ス 
ソー ス 味 。「 カ フ 
エラ ン 時 

レ 」 で 味わえ る 。 


天 国 ホ テル 東 < いく gs きょう 
渋沢 栄一 が 発起 人 と な り 、 明 治 23 年 (1890) に 
開業 。 後 に 取締 役 会 長 を 務め た 。 今 も フラ ンス 料 上 
理 「 ラ ブラ スリ ー」 で は 、 創 業 時 か ら 大 切 に 受け 継 

が れ 、 さ ら に 磨 か れ て きた 伝統 の 味 が 楽し め る 。 肖 
人 千代 田 区 内 幸 町 1-1-1 紛 東京 メト ロ 日 比 谷 駅 か ら 徒歩 3 分 
会 03-3504-1111 https://www.imperialhotel.co.jp 


ロー スト ビー フ 
温 野菜 添え 
4300 円 
(1 枚 カ ッ ト ) 
吟味 され た 上 質 
の 牛肉 を ブロ ッ 
ク で 火入れ 、 目 


の 前 で カッ ト し 
て 提供 され る 。 


熱い 応援 を 送る 
東京 ドー ム の 観客 席 


副 会 頭 
伊東 孝 紳 ん 
本 田 技研 工業 株 式 会 社 較 議 | 
取締 役 相談 役 ュ 
都市 対抗 野球 に Honda の 硬式 野球 チー ム が 出場 する 際 に 、 一 丸 と な っ て 応援 
し 、 盛 り 上 が る 観客 席 の 囲 気 が 好 き で す 。Honda の 応援 団 は 、 個 性 的 で 熱い 
応援 を 繰り 広げ る 事 で も 有名 で す 。 特 に 、 私 の 社長 時 代 に 優勝 し た こと も あり 、 
観戦 し て いた 周り の 社員 た ちと 喜び を 分 か ちあ っ た 瞬間 は 忘れ られ ませ ん 。 


四ツ谷 壊 の 土手 か の ら み る 
赤坂 迎 費 館 方 面 


鹿島 建設 株 式 会 社 
プ 。 会 長 
四ツ谷 駅 か ら ホ テル ニュ ー オ ー タ ニ に 向かう 上 智 大 学 横 の 土手 道 は 、 幼 少 期 
か ら の 通学 で 通い 慣れ た な じみ 深い エリ ア で す 。 現 在 の 迎 融 館 前 に ある 公園 は 、 
小学 生 時 代 は 通称 | 三角 原 」 と 呼ん で 、 友 人 と よく 野球 を し た も の で す 。 当 社 も 
すぐ 近く の 赤坂 に あり ます の で 、 今 も ここ は 私 に と っ て は 「 地 元 」 の 風景 で す 。 


の 4- も 東急 株 式 会 社 - 
の 7// 3 会 胡 


セル リア ンタ ワー 東急 ホテ ル の 上 階 か ら は 、 渋 谷 の まち 全体 を 佑 賊 で きま す 。 
現在 渋谷 駅 周辺 の 再開 発 が 進ん で お り 、 訪 れる た びに 変わ っ て いく 景観 を 目前 
に 見 る こと が で きま す 。 こ こ か ら の 景色 を 見 る の は 、 日 々 進化 を 遂げ る 渋谷 の 
まち に 毎度 驚か され つつ も 、 私 の 楽し み の 一 つ で も あり ます 。 


芝 


新しい 東京 商工 会 議 所 ・ 

会 豆 室 か ら 見 える 皇居 前 広場 

2018 年 11 月 に 竣工 し た 東京 商工 会 議 所 本 部 の 会 頭 室 
か ら 見 渡す 皇居 前 広場 は 、 大 変 素晴らし い 景 観 で す 。 手 前 
の お 堀 の 水面 と 、 美 し く 整 備 さ れ た 広場 が 一 望 で きま す 。 
都心 に お いて も 緑 豊か な 景色 は 、 多 く の ビ ジネス マン の 心 


を 癒す 空間 で す 。 

偶然 に も 、 私 が 社会 人 生活 を スタ ー ト し た 当時 の 「 富士 
製 鐵 ビル ヂ デン グ 」 は 、 旧 東商 ビル の 隣 に あり 、 こ の た び 一 体 会 豆 
で 建 替 えら れ て 「 丸 の 内 二 重 橋 ビ ル 」 と な り ま し た 。 あ れ 三村 明夫 きん 
か ら 565 年 を 経て 、 同 じ 場 所 で 仕事 を させ て いた だ いて い 日 本 製鉄 株 式 会 社 
る こと に 、 な ん と も 言え ぬ 感 展 が あり ます 。 名 誉 会 長 


給 自社 か ら 望む 
東京 の パノラマ 


千代 田 区 
副 会 豆 


和 垣内 威 彦 s ん 
三菱 商事 株 式 会 社 
2 社長 


丸の内 に ある 弊社 か ら は 、 皇 居 の 緑 を 前 景 に 、 渋 谷 や 新宿 池袋 方 面 な ど 東京 
都心 の スポ ッ ト を パノラマ で 一 望 で きま す 。 空 気 が 澄 む お 秋 に は 富士 山 も 望め る 
と と が あり 、 ご 来 社 い た だ く 外 国 の お 客 様 に も 大 変 好評 で す 。 私 は これ まで 16 
回 も 転居 し まし た の で 、 人 生 で 一 番長 く 時 間 を 過ごし た 場所 は 、 案 外 こ の 社屋 か 


も し れ ま せん 。 
芝 増 上 寺 と 東京 タワ ー 


港 区 


副 会 頭 章 

大 久保 秀夫 きん 

株 式 会 社 フ ォ ー バ ル 

会 長 

芝 増 上 寺 、 三 解脱 門 か ら 入 っ て 正面 か ら 増上 寺本 殿 を 仰ぎ 見 ます と 、 背 景 に 東 

京 タ ワー が そびえ 立ち ます 。 江 戸 幕府 に ゆか り の 深い 歴史 的 建築 物 の 風情 と 、 

近代 建築 の 東京 タワ ー の コン トラ スト を 楽し め る 独特 の 風景 な の で 、 外 国 の 方 

に も お 勧め し た い ス ポッ ト で す 。 こ の 2 つの 力強い 建築 物 が 不思議 と な じ む 光 
景 に 、 私 も 元気 を も ら っ て いま す 。 
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に ei cs S 
才 | 東京 の ここ が 好き 


東京 商工 会 議 所 は 2018 年 に 創立 140 周 年 を 迎え 、 記 念 事業 と し て 
「 東 京 の ここ が 好き ! これ が 好き !| を 実施 し て いま す 。 

本 事業 で は 、 東 京 で 活躍 し 、 東 京 を よく 知る 経済 人 ・ 著 名 人 に 、 
東京 の 好き な 場所 ・ 風 景 を 選ん で いた だ きま し た 。 


選ば れ た お すす め ポ イン ト は 、2020 年 に 向け て 、「 東京 の 魅力 ] と し て 国内 外 に 発信 し ます 。 


今回 は 東商 会 頭 ・ 副 会 頭 の セレ クシ ョ ン を ご 紹介 し ます 。 


また 、 ホ ー ム ペー ジ (https://www.tokyo-cciorjp/opap/favorite) に て 全 点 ご 覧 いた だ け ま す 。 


- 縄文 時 代 の 東京 


副 会 豆 


広瀬 道明 きん 
東京 ガス 株 式 会 社 
会 長 


この 川 は 「 貴 方 は も う 忘 れ た か し ら 」 で 有名 な 神田 川 。 と 言っ て も 少し 上 流 
杉並 区 。 う っ そう と 茂る の は 塚山 公園 。 そ の 名 の 通り 縄文 時 代 中 期 の 住居 跡 。 
こと の 近く に 住み 着い て 半 世 紀 以 上 。 ジ ョ ギン グ ( 今 は 散歩 ) し た り 、 は る か 昔 の 
東京 人 に 思い を は せ た り 、 私 に と っ て は 憩い の 場 で あり 、 一 生 忘 れ ら れ な いと こ 
ろ と な っ て いる 。 


会 

斎藤 保 き ん 

ン 株 式 会 社 1 1 

ー 会 長 

介 は 、 か つて の 個 島 と 石川 島 を 埋め 立て て 造ら れ た 、 隅 田川 に 囲ま れ た 街 。 江 

戸 の 時 代 か ら 祀 られ る 住吉 神社 が 鎮座 する 先 の 水辺 は 、 桜 並木 と テラ ス が 整備 

され て いま す 。 テ ラス か ら 川 越し に は 、 大 正 に 架橋 され た 永代 橋 や 平成 に 竣工 

し た スカ イツ リー を 見 る こと が で き 、 東 京 の 歴史 を 感じ る と と が で きる 魅力 的 
な 風景 で す 。 


地下 鉄 銀座 線 「 三 越前 」 駅 地下 コン 


コー ス 壁 面 「 照 代 勝 覧 」 複 製 絵巻 


月 EE 


副 会 8 
大 島 博 き ん 
還 |)。。。 株 式 会 社 千 下 屋 総 本 店 
名 橋 「 日 本 橋 ] 保 存 会 、 三 井 不動 産 株 式 会 社 提供 社長 
お 江戸 日 本 橋 は 東京 の 原点 で す 。 江 戸 時 代 の 日 本 橋 の 賑わい が 現在 の 東京 の 
街 を つく り ま し た 。 東京 の 進化 に ふさ わし い 「 日 本 橋 再 生計 画 ] が 進行 中 で す 。 
姿 ・ 形 は 変わ っ て も 、 賑 わい の ある 、 青 空 が 広がり 、 親 水 型 で 潤い の ある 街 づく 
り 、 他 で は 味わえ な い 楽 し いま ち 「 日 本 橋 」 が 東京 の 街 の 未来 像 で す 。 
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行幸 通り か ら 望 む 東 京 駅 舎 
副 会 


田川 博 己 き ん 


株 式 会 社 』T B 


ぐり 抜け 100 年 以上 東京 の シン ボル と し て 繁栄 し て きま し た 。 現 在 、 駅 舎 、 行 幸 
通り 、 丸 の 内 駅 前 広場 の 整備 も 完了 し 各国 特命 全権 大 使 の 信任 状 捧 呈 式 の 出発 
地点 と し て 再開 され る な ど 、 開 業 当初 と 同じ く 一 大 観光 スポ ッ ト と し て も その 
魅力 を 発揮 し て いま す 。 


現代 の 東京 に 鞭 っ た 


靖 | 江戸城 」 の 雄姿 
昌 EC 
副 会 


金子 眞 香 き ん | 
と 凸版 印 刷 株 式 会 社 了 の 

3 イィ 会 計 較 

都会 の 喧騒 の 中 に あり な が ら 四 季 折 々 に 豊か な 表情 を 見 せる 皇居 は 、 国 内 外 
か ら 訪 れる 方 も 多く 、 東 京 を 代表 する 場所 で す 。 東 京 2020 大 会 の 開催 が 近 づ 
くに つれ 、 江 戸 城 再 建 の 声 も 聞か れ ま す が 、 当 社 は 現代 の 皇居 の 中 に 、V HR 技 術 
を 用 いて 在り し 日 の 江戸 城 を 再現 する 取り 組み を 行い まし た 。 バ パー チャ ル な 景 
観 で は あり ます が 、 お 勧め し た いと 思い ます 。 


副 会 
M 上 條 努 ぁ ん 
サッ ポロ ホー ルディ ング ス 株 式 会 社 
会 長 

池袋 に ある 自由 学園 の 桜 で す 。 東 京 は 世界 第 1 の 都市 園 で あり な が ら 随所 に 
緑 を 楽し む 事 の 出来 る 「 ま ち 」 で す 。 桜 も 良い の で す が 銀 杏 の 黄葉 も 美しく 四季 
を 楽し め ま す 。 又 、 写 真 の 背景 は 帝国 ホテ ル 旧 館 を デザ イン し た フラ ンク ロイ 
ドラ イト の 手 に な る 館 物 で す 。 自然 と 文化 と 歴史 が 融合 し て いる 街 、 東 京 で す 。 


2020 年 に 向け て 日 本 の ホス ピタ リティ を 店 舗 か ら 世 界 に 発信 


東京 商工 会 議 所 は 店 舗 に お ける 外国 人 観光 客 へ の 
| お も て な し 力 」 向 上 を お 手伝い し て いま す 。 ーー 


(※) 外国 人 歓迎 の 店 の 
ステ ッ カ ー 


飲食 店 や 小売 店 、 サー ビス 業 の 店 舗 で 使用 いた だ ける 3 つの ツー ル を お 配り し て いま す 。 


外国 人 接客 マニ ュ ア ル 


外国 人 の お 客 様 を お も て な し する ノウ ハウ を 分 
か りや すく 解説 


外国 人 歓迎 の 「 ス テッ カー」・ 
各種 「 ビ クト グラ ム ス テ ッ カー」 
店 舗 の 入り 口 に 「 歓迎 ステ ッ カ ー」 と 店 舗 で 対応 
可能 な サー ビス を 表示 する 「 ピ クト グラ ム ス テ ッ 
Communication sheet 符 吉 カー」 を 貼る こと で 、 外 国人 観光 客 も 安心 し て 来店 。 


emmmunieaton 
aaable 
PT EETL3 
押 汽 送 工 具 
介 人 溝 財 工 具 


Welcome 
0) 


TOKYO 


選 に に ジェニ ジム = レク ヨ に 3 メージ /=122 Wifi あ り 
シー ト あ り ツー ル あ り 


使用 久 材 示 

笑顔 で 
心 と 記憶 に 残る e 

接客 を 多 言語 メニ ュー あり 多 言語 メニ ュー あり 。。 メニ ュー へ の 

英語 中 国語 ( 箇 : 穫 報国 語 。 英語 の み 使用 食材 表示 あり 
末 工 会所 
FE EHP きり 
現金 の み 使 用 可能 撮影 禁止 飲食 物 持 ち 込み 禁止 


3 つの ツー ル を ど ご 希望 の 店 舗 の 方 は お 近く の 支部 まで ご 連絡 くだ さい https://www.tokyo-cci.or.jp/about/map 


東京 商工 会 議 所 本 部 事務 所 (丸の内 二 重 橋 ビ ル ) 


| 渋 : 2 クキ コリ 


東京 商工 会 議 所 ビル 入口 


東商 渋沢 ミュ ー ジ アム (6 階 ) |] 
東商 渋沢 ミュ ー ジ アム で は 、 渋 
沢 栄一 の 直筆 の 書 「 不 平等 即 平 中 近 9 

等 」 の ま の 衣 栄一 に 関す る 東商 丸の内 仲通り 昌 

所 蔵 の 歴史 史料 や 栄一 の 生涯 な Ho 本 


ど を まとめ た 紹介 パネ ル 、 銅像 


な ど を 展示 し て いま す 。 


[開館 時 間 ]9:30 て 16:30 
[ 休 和 館 日 ] 土 ・ 日 曜日 ・ 祝 日 


に < 


6 本 地下 鉄 
浅 沢 栄一 像 (1 階 ))。 都営 田 線 「 日 比 人 駅 」 地 下 通 路 直結 
渋沢 栄一 は 38 才 で 東京 商工 会 議 〇 東京 メト ロ 日 比 谷 線 ・ 千 代田 線 「 日 比 谷 駅 」 
所 の 初代 会 頭 に 就任 し まし た 。 地下 通路 直結 
ここ で は 、 就任 当時 に 一 番 近い 〇 東京 メト ロ 千代 田 線 「 二 重 橋 前 駅 」 
43 才 の 写真 を モチ ー フ に 製作 し 地下 通路 直結 
た 渋沢 栄一 像 が 展示 され て いま JR 
0 還 ロン M ソト と し て 〇 「 束 京 駅 」 丸 の 内 南 よ り 徒 歩 10 分 
す 。 記 信 〇 「 有 楽 町 駅 」 国 際 フ ォ ー ラ ム 口 より 徒歩 5 分 
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東京 商工 会 議 所 渋沢 ホー ル (5 階 ) 
渋沢 栄一 の 生誕 180 周 年 を 記念 
し 、 2020 年 2 月 13 日 に リニュ ー ア 
Ui 二 必 だ 天水 天 族 Ge 売 大 
ホー ル へ 向かう 廊下 の 壁面 に は 
栄一 に まつ わる 写真 を 展示 。 栄 
一 を 学ぶ セミ ナー や 東商 会 員 向 


け の 貸し 出し 等 も 行っ て いま す 。 も 人 気 で す 。 
発行 ノ 東 京 商工 会 議 所 ※ 本 誌 掲載 の デー タ は 2019 年 10 月 1 日 の も の で す 。 発行 後に デー タ が 変更 ※ 定 休日 は 原則 と し て 年 未 年 始 ・ お 盆 休 み ・ ゴ ー ル デン ウィ ー ク を 省略 し て 
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